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議長の開議宣告 

 

議長（恩田 稔） 

これより本日の会議を開きます。 

                          ―（午前 10 時 00 分）― 

 

議事日程の報告 

 

議長（恩田 稔） 

 本日の議事日程はお手元に配布したとおりです。 

 

日 程 第 １ 

一般質問 

 

議長（恩田 稔） 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 通告に従って、順次発言を許可いたします。 

 質問は、１回目は演壇で、２回目以降は質問席で行ってください。 

 なお、一般質問は１議員につきおおむね 60 分以内に制限し、３回以上の発言を許可いたし

ます。質問、答弁は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

通告に従いまして、３項目について質問いたします。 

１．人口減少（子育て支援）等の関連政策についてお伺いをいたします。 

（１）現在、津南町は、急激な人口減少に直面をしております。結婚、特に出生による人口

増が大きく考えられておりますが、今後も総合的な観点から見ても、人口増加に期待で

きる要因は数少ない状況です。町が今、考えている有効手段を改めてお聞かせくださ

い。 

（２）関連して２点目です。出生増に結びつく策として、私は共稼ぎ世帯の給与収入の増、

年収を増やすことが大きな要因と考えています。そこで、今こそ町が寄与すべき行動を

起こすことこそが肝要です。町内企業、商工関係団体に対して、町長自ら賃上げ等、処

遇改善を処方していただきたいということをお伺いをいたします。 

（３）関連して３点目です。子育てに欠かせない保育園建設についてです。保育士が多い園

での希望の保育、幼児指導等がされる園を保護者が多く望んでおることは事実でありま

す。今こそ、若い世代の保育支援を前向きに進めることも、人口増につながるであろう

と思います。所見をお聞かせください。 



２．２項目であります。スマート農業等の情報通信環境整備事業について、お伺いをいたしま

す。遠隔操作などを活用したスマート農業は、町として積極的に推進する姿勢と考えており

ます。現在、推進事業で次の点をお伺いいたします。 

（１）推進事業の進捗状況、概要等の見通しはどうでしょうか。 

（２）実証から見えた懸念材料は、どのようなことでしょうか。 

（３）水田センサー給水栓装置など、一部現況下で共同設置可能なものもありますが、その

点について検討されているか、お聞かせください。 

（４）IT で支援する営農アプリなどを研究されているのかどうか、お考えがあるのか、お

伺いをいたします。 

以上について、現段階での所見をお聞かせください。 

３．大きく３項目です。津南病院運営関連について、所見をお聞かせください。町立津南病院

における医療従事者の確保に苦悩されておりますが、特に医師確保対策事業支援が頓挫して

しまっております。関連して、病院中長期計画では、医師等の確保変化によっては、病院医

療サービスの展開が変わることや、当然ながら経営方針も方向性も変わるとしております。

そのとおりと考えますが、町民へ見通しや病院経営等々の現況をお知らせする機会を検討し

てはいかがでしょうかということをお伺いいたします。関連して、病院の経営改善をより良

く早くけりをつけていただきたいと思って、見通しも併せてお聞かせいただきます。 

壇上からは以上です。 

 

議長（恩田 稔） 

 答弁を求めます。 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

８番、村山道明議員にお答えいたします。 

大きな１点目、人口減少・子育て支援など関連施策に関する御質問の１点目、急激な人口減

少に対し、町が構想している有効手段についてお答えいたします。新年度予算のうち、少子化

対策・子育て支援関係では、「ライフステージに寄り添った少子化対策・子育て支援を届けま

す。」として、各課の連携を強化し、重要施策への取組を進めているところです。具体的に

は、新規事業として、結婚を希望する方の婚活を応援するため、結婚支援のための出会いの場

創出事業として、県が運営する婚活マッチングシステムへの初回登録料への補助や出会いの場

を創出して企画するイベント経費の一部を補助しております。保育園関係での新規事業は、保

育園における園児の使用済みおむつの家庭持ち帰りを無くし、保護者負担を軽減する、保育園

使用済みおむつ持ち帰りゼロ事業を実施しております。学校教育関係での新規事業は、高校生

の通学費補助として高等学校遠距離通学費補助金を計上し、人材の育成を図るとともに子育て

世帯を支援します。また、国事業により町としては補正予算対応となりましたが、出産・子育

て応援交付金として妊娠届け出時と出生届け出時に一時金を支給するとともに、妊娠届け出時

から低年齢期において面談や継続的な情報発信を行う伴走型相談支援を行わせていただきま

す。その他、保育・教育環境の充実など、子育て支援を総合的に進めてまいりたいと考えてお

ります。国の少子化社会対策大綱におきましても、少子化の主な要因として未婚化・晩婚化等



が挙げられ、背景には個々の結婚や出産、子育ての希望の実現を阻む様々な要因があり、長期

的な展望に立ち、総合的な対策を進める必要があるとされており、町としても、引き続きライ

フステージに寄り添ったきめ細やかな支援を検討してまいります。また、国においても、これ

までにない規模の少子化対策が検討されており、先日も首相記者会見で発表されたところです

けれども、地方六団体としても、先日５月 31 日、国に対し、少子化対策の抜本的強化に向

け、子育て支援の充実を図るよう要望したところであります。国が進める施策と相乗効果が出

せるよう取り組んでまいりたいと考えております。この他、人口減少に対する施策につきまし

ては、昨日、久保田議員からも同様な質問がありましたしお答えさせていただいております

が、移住・定住施策により、転入者の増を併せて図ってまいります。 

２点目、共働き世帯の給与収入、年収の増について、町内企業、商工関係者に働きかけるこ

とについてお答えいたします。国は少子化対策の一つとして、若者の所得を向上させるために

最低賃金の引上げに取り組み、今年度の全国平均を 1,000 円に引き上げる目標を表明していま

す。従業員の立場としては賃上げは歓迎することでありますが、経営者としては昨今の物価高

騰のなか先が見えず、負担が増大する大幅な賃上げは厳しい状況であると推察されます。賃金

改定に伴い、増加する事業主負担が軽減されるよう、中小企業、小規模事業者の生産性向上な

どの支援強化、賃上げに積極的な企業に対して、更なる税負担の軽減等、賃金水準の向上につ

ながる施策を継続して実施するよう県や国に求めていく必要があると思っております。当町の

中小企業におきましても、人材獲得という面からも重要でありますので、賃上げにつきまして

は、取組が可能な事業所から始めていただきたいと思っております。 

３点目の子育て世帯の保育支援を前向きに進めることも人口増につながるであろうと思う

が、についてお答えいたします。これまでも子育て支援の充実を図ることで、子育て世代の

方々が子どもを産み、育てやすい町づくりを進めるために取組を進めてまいりました。今年度

は、その一つとして、保育園で使用した紙おむつの持ち帰りを無くし、保護者負担の軽減に努

めたところです。また、各保育園には、園児数や年齢児数に応じて子どもたちが健やかにより

良い保育が可能となるように、保育士、臨時保育士、臨時保育助手を配置しているところで

す。町として、若い世代の子どもを持つ保護者支援の課題としては、安心して保育園に預けら

れる施設整備、職員体制、早朝保育・居残り保育の体制を整えること、子育ての不安や悩みの

相談や、サポートできる子育て支援センターの機能を充実させること、子育て世代の親同士が

集える機会や場をつくること、子どもが病気の際に預けて保護者が仕事ができる病児病後児保

育体制づくりなど様々な課題があると捉えています。こうした課題を解決するために保育支援

を前向きに進めることは、子育て世代の安心につながり、人口増加にもつながることと考えて

おります。 

 大きな２点目、情報通信環境整備事業に関する４項目の御質問につきましては、関連があり

ますので一括してお答えいたします。労働力不足により、将来的に維持管理体制のぜい弱化に

つながる可能性がある農業・農村インフラについては、情報通信技術を活用して管理の省力化

や高度化を図ることが解決の有効な手段になるものと考えており、令和３年度から農山漁村振

興交付金を活用し、町内農業生産基盤への情報通信環境整備に向けた計画策定の取組を進めて

おります。本年度、米原地区及び大井平地区の水田ほ場において、自動給水栓や水位センサー

など ICT 機器による水管理が適切に行われるかといった試行調査を実施し、本年８月末をめど

に、業務委託先と連携して情報通信環境整備計画を策定することとしております。情報通信環



境整備に係る懸念事項については、現在実施している調査を通じて把握してまいりますが、現

段階では、積雪時期の ICT 機器の取り扱いが課題になるものと考えております。また、自動給

水栓や水位センサーを本格実装する場合、基本的には、ほ場ごとに農業者が設置することを想

定しておりますが、導入後の水管理を円滑に行う観点から、集落単位で共同設置・管理する体

制づくりなども重要であると考えております。さらに、スマートフォンを活用した営農支援ア

プリについては、農業法人を中心に導入され始めており、法人内の従業員間でほ場データや作

業状況を共有化し、作業の効率化につなげていると伺っております。町といたしましては、整

備計画の策定や先進的な取組の波及などを通じ、情報通信環境整備をはじめとする農業のスマ

ート化、デジタル化を推進してまいりたいと考えております。 

大きな３点目、医師確保等諸課題に伴う今後の津南病院経営方針と住民報告についての御質

問にお答えいたします。津南病院は、昨年度病院中長期計画を策定し、取り巻く環境や現状、

諸課題を掘り起こし、病院のあるべき姿と具体的な方策を示しました。また、本年度、国の公

立病院経営強化ガイドラインにおいて津南病院経営強化プランの策定が求められております。

中長期計画を基に、病床数 45 床を継続確保、内科常勤医師合計数４名を確保した上で、診療

科の見直しの検討は行うものの、現状維持として経営強化プランを策定見込みです。その際、

新潟県など関係機関や地域住民などから広く御意見をお聴きし、医療ニーズや地域連携を踏ま

えた経営強化プランとしてまいります。医師確保等諸課題において計画的な達成が伴わない場

合は、各計画に遅延が生じ、５年後の数値目標の達成は困難になると考えます。そのため、計

画達成に向けたアクションプランを作成し、実行、評価、改善を毎年繰り返しながら病院運営

を継続してまいります。なお、病院経営方針を大幅に変更しなければならない場合や必要な場

合には、町民の皆様にその詳細を御報告し、広く御意見を賜りながら、自治体病院として適切

な判断を行ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

何点か再質問させていただきます。 

先ほど町長が言ったように、まず、少子化対策、13 日に岸田総理が記者会見をいたしまし

た。その中で、加速化プラン３項目を重要視して進めていくということをかなり強調しており

ました。まず一番は、若い世代の所得を増やさなければ駄目だよということをおっしゃってお

りました。では、なんだろうかなと思って詳細を聞いていましたけれども、やはり出生率の低

下は、若い世代の所得が低く、よって、結婚になかなか踏み切れないとか、将来が不安だと

か、そういうことで、やはり若い世代の所得を増やす、賃金をアップする、そのような手助け

を国がやらなければいけないということを強調しておりました。そのほか、社会全体の構造を

変えるとか、子どもや子育て世帯に切れ目なく支援をするという、この三つを大きな柱とし

て、これからやるのだという意気込みをされていました。前の定例会でも同じようなことを私

は聞きましたけれども、町長は、「結婚に対しては、価値感や多様化するいろいろな状況があ

るけれども、やはり生活資金に対しての不安がある。ですから、なかなか事が進んでいかない

のではないか。」ということをおっしゃっておりました。このことを踏まえて、私は先ほど申

しましたが、津南町の最低賃金は 1,000 円にはまだいっていませんけれども、各企業に対して



も賃金のアップとか、男性も女性も給料をアップするとか、そういう手助けを町長から自ら出

向いて、それが良いか悪いかは別問題にして、そういう機会を捉えて、事を進めていってほし

いなと。そのことがやはり若い人たちの所得向上に幾らかでもつながるのではないかというふ

うに私は思って、そういうことをしていただく考えがあるのかないのか、まず、その点を一つ

お聞かせください。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

私もその後、どうして少子化が起こっているのかという要因分析を更に進めてまいりまし

た。合計特殊出生率と１人当たり GDP の関係があります。１人当たり GDP が上がるほど、合計

特殊出生率が下がります。ですので、１人当たり GDP の高いシンガポール、マカオ、香港です

とかは、出生率が 1.5 にすらいかない。香港、マカオに至っては、１を切っているということ

でございます。日本についても、1.26 が最新の数字でありました。ですので、ここから分か

ることですけれども、単純にお金があっても駄目だということが分かります。出生率の上昇に

はつながらないということでございます。通常、経済が発展するほど、カップルでいる、夫婦

でいるという時間よりも、経済活動やほかの娯楽のほうが優先されるということでございま

す。それで子どもを産まなくなるということではございます。研究としては、そういうデータ

が出ております。ですので、では、どうしたらいいかというと、ほかの娯楽よりも夫婦で居る

時間が楽しいとか、負担が軽減されるとか、子どもを産みたくなるような、そういったことが

重要になってくるわけです。方策としては二つ考えられます。一つは娯楽を規制すること。か

つて 10 数年前ですかね。前の議員さんが「電気を早く消すんだ。」という話がありましたけれ

ど、ある意味本質を突いていて、いわゆるそういうことですけれども、それは現代的には合い

ませんので、それはちょっと置いておくとしまして、二つ目は夫婦活動を楽しくする、あるい

は負担軽減をするということです。こういったところに出生率を上昇させるための課題がある

というふうに認識しておりまして、当町としては新年度予算で、ライフステージに合った、出

会いから妊娠、不妊治療含む、出産まで、いかに一連のことをスムーズに行うかというところ

の課題に施策を当てていくというところで対策を打つ必要があるという考えから、今年度の予

算を組ませていただいております。特に出会いのところ、そもそも当町の出生率 1.5 を切って

おりますので、全国でも 1.2、県内でも 1.27、新潟県でも３年連続過去最低となっておりま

す。それよりも、もしかしたら最新のデータですと低い可能性があります。そういったところ

で、まず、出会いのところ、予算額としては少ないですけれども、その点のところをしっかり

と町としても広報を行いながら、ぜひ予算を活用していただくというところがまずは重要にな

ってくると思っています。県のマッチングアプリの登録補助、そして、民間の皆様が行うイベ

ント出展への補助を行わせていただいておりますので、議員の皆様からも地域に出向かれたと

きにそういったお話をしていただき、ぜひ御利用を促していただきたいというふうに思ってお

るところでございます。まず、そうした出会いから、妊娠、出産までの一連のことをスムーズ

に行うということが本当に重要だということでございます。 



あとは、議員おっしゃるとおり、ソフト・ハード問わずの子育て環境整備ですね。保育料、

給食費、教育ローン関連、今年度は高校生の通学費支援を行いますが、そういったところと

か、ハードですと、やはり園の施設整備のところが有効な策となってくるということでござい

ます。出生率、当町は総合振興計画におきまして、令和 12 年に 1.94 の目標を掲げておるとこ

ろです。それを早期に達成して、早く２にもっていくというところが目標でございますので、

しっかりとやることを絞りながら進めていく必要があるというふうに考えております。 

また一方で、賃上げというところについては別の切り口になるというふうに思っております

ので、それはそれで物価上昇もあるなかですので、しっかりと各々の事業者さんにおいて、観

光地域づくり課などでニーズを聞かせていただきながら、必要な支援策を御紹介したり、打っ

ていくというところが必要なってくるというふうに思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

 言わんとすることはよく分かりますが、若い世代の所得を増やすということの裏付けとし

て、その記者会見の後、マスコミ各社が町に出て、女性・男性に聞いた場面が結構ありまし

た。そのなかで、今の町長の言っている出会いの場だとか、そういうことというのは、ごく当

たり前のように感じているのだけれども、結婚・出産については、全く別ものの考え方をして

おりました。結局、今の男性は、忙しい反面、あまり所得がないというか、女性のほうが高い

給料をもらっているとか、そのようなことで、あんまり関心がないような 20 代の方がテレビ

に出ておりましたけれども。やはり昔に戻りますけれども、それなりの高度成長期のなかで、

男性の賃金がどんどんどんどん上がっていく、給料上がっていくなかで心の余力も出てきて、

「さて、じゃあ、家庭を持とうかな。」というような考え方の雰囲気では今ないのですが、昔

はあった。だから、私どもの時代は、出生がものすごく多かったわけですけれども。そういう

時代への突入というのはもうこれからは難しいですけれども。ただ、やはり心のゆとり、賃金

がアップして所得が増えれば、幾らか外に出て、それは出会いの場はアプリで結構ですけれど

も、ちょっとお話をしたり、いろんなことをしたりというのが一番人間的に心が通じ合うので

はないかなと。そして、将来の楽しさ、さっき言ったように夫婦になった場合、楽しい時間が

過ごせるということの過程にもなるのではないかということを私は考えて、所得のアップとい

うことで、町長からそこら辺の働きかけをしてもらいたいなというのが本音であります。津南

町の商工会にお聞きしましたら、各事業所の賃金の把握はしておりませんけれども、大きい会

社は、いろいろ登録して求人広告には幾ら幾らというようなことを書いてありましたけれど

も、やはり津南町のさっき言った 1.94 の合計出生率上げるためにも、やはり若者のそういう

心のゆとり、所得のゆとり、それが必要であって、幾らお金をやるから、支援をするからとい

ったとしても、若い人は、それはそれでうれしいなというだけで終わっていくのだろうと思い

ます。そういう点を含めて、そういう働きかけをぜひ町長から機会があればしてもらいたい。

さっきの答弁では、そういう気持ちのことに関して、行動に関しての返答がなかったので、も

う一度お聞かせください。 

 



議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

現在、産業分析を行っていて、農業、電力、小売、教育、IT、非鉄、電子デバイス、観光、

大体それぐらいに絞って産業の分析を行っているのですけれども、特に町内雇用、また、税収

の面で重要な産業である非鉄の部門です。ここを役場として、もう少ししっかりと見れないか

と思っています。というのも、雇用の面からも、また、税収の面からも、もう少し伸ばせるの

ではないかという思いが私の中にもありますものですから、それぞれの企業さんの今抱えてい

る課題やニーズなどについて、伺ってお話をしたり、聞いたりしようとは思っております。そ

れを来週、私もそうですし、副町長も行ったり来たりをしながら、企業さんが抱えている課

題、特に人材獲得のところで、求人を出しても来ないという課題が大きいものと思われますの

で、どこに人が流れていて、その流れていた先の企業はどういう待遇なのかとか、給与は幾ら

なのかとか、福利厚生はどういった表記なのかとか、そういったことを一緒に考えるなかで、

人材獲得の面で御相談に乗らせていただくことができればなぁとは思っていますし、設備の面

や育成の面、何かできることがあればというふうな気持ちでおりますので、所得の向上といっ

た面からも重要ではありますけれども、これから町の産業として、しっかり残していくという

ことのためにも大変重要ですので、それぞれの産業、そういったやり方でコミュニケーション

をとりながら、踏み込んで支援策、あるいは、いろいろな御協力ができるようにしてまいりた

いと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

ぜひとも、そういう行動をしていただきたいとお願いをいたします。出生というのは、女性

にとって、夫婦にとって、大きな出来事であります。幸いにして、５月末日で津南町、０歳児

が 45 名誕生しています。今は６月ですから、２人ばかり増えたかな。あと半年間で今年は 50

人台に乗っかると。非常にうれしい出来事だと私は思いました。昨年、その前、コロナ禍が始

まってから 30 人とか 40 人ぐらいで少なかったのですが、ちょっと増えてきたということは大

変喜ばしいことであります。そのなかで、出産手当、いろんな手当を町もやっていただくとい

うことは、ある方は非常に喜んでおりました。それらの支援も大切なことでありますので、更

に一歩進めてやっていただきたいと思っております。町長が前に、出生と保育園の関係で答弁

をいたしました。「安心して子育てができるまちづくりを引き続き進めてまいりたい。」と。そ

のとおりです。ですから、そうしないと津南町は先行きが心配でありますので、ぜひとも、20

代の方々の御意見をよく聴いて、そして、対策・支援をきめ細かにやっていただきたいと思っ

ております。それを大きく望んで、一応この関係は、これで答弁はいりませんので、お願いと

要望をさせていただきます。 

続いて、スマート農業の関係であります。先ほど８月に情報通信環境整備計画を策定をする

ということを初めてお聞きいたしました。そのなかで、先ほど４点ばかり私が申しましたが、



皆さん方、もう身近な問題として、給水装置だとか、ドローンだとか、できるものはもうでき

るわけですよ。集落もいいなということをおっしゃっていました。ほかの集落も給水弁が既に

ありますから、ある業者は、「いくらでも工夫して設置できるんだ。そんなに経費も掛からな

いよ。」というお話をしていましたが、通信網がいかんせんよく分からないのでどうするか

と。先ほど、町長答弁で出ましたが、集落単位だというふうなお話がありました。ぜひとも、

計画の中にもそういう話があるのかないのか、まずお聞きして、小さい集落でも大きい集落で

も、結構もう人手が足りませんから早く、昔のような苗場山麓の事業のようにだらだらとしな

くて、やるべきところはきちっとやるという、補助するなら補助をきちっとするという方向

を、その計画の中に詳細に出していただきたいと思っているのですが、どうでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

自動給水栓等につきまして、一応８月末を目途に委託先のほうから、こういうかたちですよ

と。昨年度、自動給水栓のみにつきまして、まだ実証実験ができていないものでしたから、今

回データ取りをしたなかで、また皆様のほうにこういうかたちでできますよと、実際本当に水

が管理できるのかどうかという実証も含めて８月末までに結論をいただいて、こういう結果が

出ましたということで、また皆さんに周知するなかで、例えば、基盤整備を推進していく地区

であれば向かっていきますよ、また、そういう計画がなくても、例えば何人かまとまって自動

給水栓入れましょうよという、例えばアプリの中での管理がこういうふうにできますよという

のも周知をするなかで、導入が可能かどうかというのを判断いただければと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

それは分かりますけれど、要するに整備計画中にきちっと出して、それをそういう農家に示

すということをするのかしないのか、そういうことです。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

全く雲を掴むような話だと思いますので、そのデータを取るなかで、こういうかたちで実際

に操作ができますというのを８月末にいただいて、それを皆さん周知したなかで、それを採用

するかどうかというのを情報発信したいかなと今考えております。それは各農家さんの御判断

又は集落単位の御判断になるかと思いますので、よろしくお願いします。 

 

 



議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

津南町全域をカバーする通信網を２か所設置、実験的にやっているのだけれども、でも、ほ

かの所もぜひともちょっとやってみたいなという所もあります。そこら辺の実証がどのように

進んでいるかというのが全く見えてこない。広報つなんで少しばかりは出していましたけれど

も。けれども、あれではよく分からないということです。先ほど言った基盤整備のところも、

それら含めて当然やるべき、やってほしいなというのが多分願いだと思います。ですから、よ

く現況が見えないのですよ、聞くところは。やっている人はそれは分かります。私も見に行っ

て、こうだなというのはやっている所は分かるけれど、そうではない所は、いろいろ水戦争で

苦労しているのが現状なので、ですから、しつこく言うように、そういう町民に対しての計画

を作るなら、きちっとその中に取り込んで、そして、地元の説明会、そういう要望を取ると

か、いろんなことを書いていく必要があるのではないかということを私は望んでいるのであっ

て、言葉では駄目だよということを申しているのです。そういう点を含めて、きめ細かなそう

いう計画策定。８月ですから、もう間近ですので、今やっていると思いますので、その点、も

う一度確認させてもらいます。出しください。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

その８月末の実証の成果を踏まえまして、町民の皆様に実際設置している箇所において、こ

ういうふうなかたちで例えば自動給水ができますと、また御説明会なりをさせていただければ

と考えております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

よろしくお願いいします。農業委員会も新しくいろいろ変わって、彼らも注目しております

ので、きちっと農業委員会とお互い連携を取りながらやってもらいたいなと思っております。 

続いて、津南病院です。先ほど、町長がおっしゃっていたわけですけれども、中長期計画を

見れば見るほど立派だなと思います。でも、先行き不安なのです。私は、院長先生とお話をさ

せていただいたのですけれども、やはり土台は医師がいないと、入院だ、訪問だ、いろんな面

で非常に苦労されていくということで、中長期計画の部分についても見直しもあり得るかなと

いうことを話をしたわけですが、ただ、今いろんなことを考えると、赤字が増えていますよ

ね。当初の目的は、赤字を減らすためにいろんな施策をしたなかで、でも、今は増えています

ね。なんで増えるのかと町民の方々が心配なさっています。「先生がいないのかな。そのせい

かな。」と言う人もいました。けれども、違いますよね。違うところで増えておりますよね、



赤字というのは。そういう点をしっかりと。これから赤字はある程度やむを得ないとしても、

昔のように戻ってはいかんというのが本音でありますので、そういう点を含めて、中長期計画

をきちっと。すばらしい台本ではございませんけれども、そのように。身近な医療確保、町民

の命と安全を守る、そういう身近な計画にある程度作るというのが私は考えていくべきだなと

思います。先生がいなければ困るので、そういう点も含めて、町民の方々はよく理解していま

せんので、何かのかたちで示していくべきかなと。今、決算が９月でありますけれども、また

相当戻るのかなという気がします。せっかく減った赤字がまた増えると思いますけれども、そ

ういう点を含めて、もう一度、中長期計画について町民の方々へいろんな面の報告ではないけ

れども、処方をしてもらいたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 病院事務長。 

 

病院事務長（小林 武） 

議員のおっしゃっております病院の中長期計画につきましては、２年前から取り組んだ計画

でございます。実際の数字的なところも、令和２年、令和３年の数字を基にして、将来的な経

営健全化に向けた水準シミュレーションを行ったところでございます。現状といたしまして

は、議員おっしゃるとおり、ドクター不足もあり、また、経費の嵩んだところ、また、材料費

等々多くなっているところ、そういうところも踏まえて、収支の改善が前年度よりも下がって

いることは事実でございます。ただ、医師１人確保ということを喫緊の課題として取り組むと

いうようなことで考えておりました。将来的には２から３名というような説明をさせていただ

きましたが、なかなかそちらにつきましては叶っていないところでございます。今後、中長期

計画につきましては、毎年見直しを行うというところ、見直しという内容ではございますけれ

ども、PDCA サイクルで改善していくというようなところは考えております。実際に９月の決

算時期において、詳細な御説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

 大いに努力を期待いたします。 

以上で質問を終わります。 

 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 



（１番）滝沢元一郎 

１．それでは、通告に基づきまして、今回は１点に絞ってお伺いをいたします。地域計画の策

定についてであります。人・農地プラン法定化の一環として、改正農業経営基盤強化促進法

が本年４月に施行されました。2025 年３月までに、農地の将来像、一筆ごとの計画になり

ますが、この将来像を描く地域計画を策定することになっております。地域計画の策定につ

きましては、地域の特性に応じた 10 年後の農地の適正利用や多様な人材が関わる継続的営

農経営を盛り込むために、集落や農地エリアでの協議が大変重要になってまいります。本年

の農閑期には、本計画の策定作業が本格化すると思われますが、その手法や体制、そして、

策定までのスケジュールはどのようにお考えか、お伺いをいたします。 

壇上からは以上であります。 

 

議長（恩田 稔） 

答弁を求めます。 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

 １番、滝沢元一郎議員にお答えいたします。 

農業経営基盤強化促進法改正に伴う地域計画の策定についてお答えいたします。国は、この

たびの法改正により、農地の集約化と担い手の確保・育成を図るため、これまでの人・農地プ

ランを法定化するとともに、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化した地域計画を市町村が

策定するとしたところであります。また、県の地域計画策定推進に関する基本方針では、計画

策定に当たり、市町村を主体として、農業委員会、農業協同組合、土地改良区などがそれぞれ

の役割を発揮しながら、一体的に推進することや、本年度から市町村ごとに１地区以上で取組

を進めることなどが示されております。このため、町としましては、現在、農業委員の意見な

ども伺いながら、本年度先行して取組を行う地区の選定を進めております。選定後は、県地域

振興局や町内関係団体と連携し、対象地区の農業者などとの話合いを進めながら、出し手・受

け手の意向把握や農地利用の目標地図の素案作成などに取り組んでまいりたいと考えておりま

す。その上で、令和６年度には、全町を網羅する現行の人・農地プランを基礎として、各地区

の意向なども反映させ、令和７年３月末をめどに地域計画を策定してまいりたいと考えており

ます。 

以上です。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

このたびのこの地域計画の策定につきましては、今回のウクライナ等もありますけれども、

世界情勢が大変不安定になっております。そういったなかで、食糧確保の安全保障上の観点、

そうした観点から自給率を向上させていく。そして、不足する作物等への転換も図る。そし

て、農地の団地化、集約化を図っていくというような観点から、今回のこの策定に結びついて



きたのではないかと思っております。しかしながら、国内においては、人口減少が本格化して

おります。農業主体の我々の所もそうですけれども、農業者の減少、そして、高齢化が大変進

んでいる。その結果、農地が適正に利用されない、あるいは耕作放棄地が拡大していくという

懸念があります。そして、町においても、多くの地域、集落でも現在、私も含めてですけれど

も、耕作の中心になっているのは 65 歳以上の高齢者といいますか、そういった者が大変多く

なっています。そして、耕作放棄地も特に条件不利地については、そういった放棄地の傾向も

出てきております。そういったなかで、今回のこの地域計画策定につきましては、将来の耕作

地、10 年後に誰が耕作していくかということで一筆ごとに制定するということになっており

ますので、大変重要であると私は思っております。特に、個人にとっても、あるいは法人にと

っても、10 年後の経営がどうなっているかというのが非常に重要であると私は考えておりま

す。その結果、それを次の世代に引き継いでいかなければならないということでありますの

で、今回の議論に当たっては非常に重要性もあり、意義の高いものだと私は考えております。

この地域計画策定に係る意義について、あるいはその重要性につきまして、非常に重要ですの

で拙速に策定するのではなくて話合いのプロセスとかを非常に大事にしてほしいと私は思って

おりますけれども、この策定についての意義や重要性について、町長はどのように認識してい

るのかということを、まず質問の前にお伺いをいたしたいと思いますが、よろしくお願いしま

す。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

こちらの地域計画でございますが、一筆ごと、各集落ですとか営農単位で条件等が違ってま

いりますので、その状況に応じまして話合いの場を設けるなかで、本当に将来どうするのだと

いうパターンをいろいろなかたちで地区ごとに耕作条件であったり、担い手の状況であったり

等も考慮しまして、地区ごとに設定していきたいなというふうには考えております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

私は今、この地域計画の策定につきまして、そういった意義をどのように感じているかとい

うことで町長にお聞きしたのですけれども、お答えがなかったのですが、それは町長はどのよ

うに今、この策定についての意義は感じていらっしゃるのか、もう一度お伺いをいたしたいと

思います。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

 



町長（桑原 悠） 

当町は、県内平均に比較して農業年齢人口は平均よりは低いほうではありまして、担い手と

しては若い担い手もいるわけでありますけれども、やはりそれでも全体的には農業者の高齢化

が進んでおります。そういったことについて、将来的に不安を感じておられる方々も一定数お

られるように感じております。ですので、地域計画というのは意義があるものと思っておりま

す。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

今回の計画の策定については大変意義があるということで、町長からお聞きをいたしまし

た。耕作者の個人・法人問わず、将来の農地利用に関する耕作につきまして、まず、私は第一

段階として、今回の調査に当たって、例えば、将来的な個人・法人の耕作する意向とか、ある

いは地域をどうしていったらいいかというような、今後どうしていくかというようなことをし

っかりと把握をまずする必要があると思います。それが一つです。アンケート調査とか、意向

調査、個人・法人でそうしたものが必要となってくると思いますけれども、そういったことに

ついては、どのようにお考えになっているのか。 

それから、その調査等に合わせて、畑地につきましては、非常に流動化以外の利用、あるい

は貸し借りが非常に多くなっておりますので、そういったアンケートと同時に畑地につきまし

ては、現在の一筆調査も基本的にやらないければならないのではないかということを感じてい

ます。 

それから、このアンケート調査をやるについては、そういった各家庭が私どもは基本になる

と思っておりまして、各家庭で、現在やっている耕作を今後どうしていくかという意思とか、

そういったものが必要になると思います。そういったなかで、10 年後の耕作の家庭での計画

とか、そういったものをしっかりと把握していかなければならないのではないか。その上で、

そこから出発して、集落に沿ったところで、そういった集約したものを論議してもらうという

場が必要なってくるのではないかと思っています。 

それから、もう一つは、農業委員会の協力を得て、ほ場条件とか、中山間地等の交付金と

か、多面的機能の交付金等のエリアを考慮した上で、一つの団地としてのエリアを決定して、

そうしたら、そこの地図を作成する。その段階からスタートしていくのではないかと思うので

すけれども。そういったことについてはどう考えておりますか。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

議員御指摘のとおり、今年度につきましては、１集落を選定しまして、県の地域振興局、農

業委員さん、関係機関と協力しながら、例えば、一筆ごとに出し手・受け手の意向を確認しな



がら、10 年後、こういうかたちになるねというふうな図表を作成していきたいと考えており

ます。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

それはモデル地区を選定するということですね。十日町市は、川西の平な地区をモデル地区

にして、今回も６月には、そういった各個人、あるいは法人の耕作に関する意向調査を実施す

るということであります。そうした耕作の今後の意向をまず把握しないと、そこから進んでい

かないということだと私は思います。モデル地区も含めてなのですけれども、そういったアン

ケート調査とか、そういったものは早急に作る予定でしょうか。 

それから、もう一つ、今ほど言いましたけれども、農業委員の方は各地域の実情や耕作条

件、歴史的なものをみんな把握済みだと思いますので、農業委員会の協力を得ながら、それぞ

れのエリアを設定していかなければならないと思います。まず、そこを。今回、モデル地区が

どのようなスケジュールや手法で進むのか分かりませんけれども、そういった手法というのは

とっていくのですね。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

これは町ばっかりではなく、農業委員さんを通じて、本当に地域の実情を把握されている方

からの御意見も聞きながら、数多くの打合わせ等も含めまして進めていきたいというふうに考

えております。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

今のアンケートにつきましてなのですけれども、私も農業者でもあるのですけれども、今ま

でこういった機会もなかったものですから、家庭内で今後、耕作できなくなったらどうするか

とか、あるいは、私の子どもは地元にはいないのですけれども、今後、帰ってきて農業するか

とか、そういったところまでやっぱりある程度の把握を私どもはする必要があると思います。

ですから、例えば、子どもが帰省したときに、調査票を基に、今後どうしたらいいというよう

な話合いも基本的に私はしてみたいとは思っております。そういった意味で、それが結局、集

落でまとまって、どうしていこうかということに私はなると思うので、基本的な調査というの

はある程度必要だと思っていますし、家庭内での話合いも必要だと思っています。ですから、

できるだけそういった話合いのできるアンケート等をとっていただきたいと思いますけれど

も、その辺についてはいかがでしょうか。 



 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

例えば、地域計画の中で目標地図というかたちで、自分はまだあと 10 年耕作できますよと

いうものを色塗りをします。出してもいいですよというのを色塗りします。既にもう出してい

ますよという色塗りをしますというような、そういう目に見える目標地図というかたちで示す

なかで、話合いをしていければなと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

それは分かります。ですから、まず、そういった個人の意向ですね。それをしっかりと。そ

の次に、その意向等によって図面を作成する。ですから、とにかく調査や図面の作成ですね。

各集落なりエリアに配る、そういうものをまず作成する。その作成のめどを少なくとも今回の

農閑期には話合いに入られるようなスケジュールでやっていただきたいと思います。図面の作

成とかアンケートは、できるだけその前にしっかりとやって。そして、今回の進め方なのです

けれども、意義として、例えば嘱託員会議を通じてもよろしいのですけれども、それぞれ集落

の代表者からやっぱり１か所に集まっていただいて、今回の調査の重要性とか、手段、スケジ

ュール、そういったものを町内で共有していただきたいと思います。それは費用弁償を払って

もよろしいと思うのです。今回の事務費も来るわけですから。まず、しっかりと集落説明会と

いいますか、全体説明会をやって、そして、そこである程度共有していただいて、それからア

ンケート用紙や図面を配る。そして、各集落の耕作者の意向をまずは示してもらう。そして、

それを持ち寄って、集落で話し合いながら図面に落としていく。そういった手法を。一堂に会

して、そういった今回の意義について分かってもらいながら検討していくということが私は必

要ではないかと思うのですが、その点についてはいかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

まず、モデル地区で、その手法を用いて、そういうかたちでまず絵に落としてみる。どうい

う課題があるか、どういう意見が出るか。例えば、これはもう法人に任せようとか、そういう

ふうなかたちで、ある程度モデル地区を一つ走らせたなかで、その成果を見ながら、また集落

に入っていきたいと考えております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 



 

（１番）滝沢元一郎 

モデル地区でぜひそれをやっていただきたいと思います。それをモデルにして、集落のモデ

ルが進んでくると、ある程度の状況が見えてくると思いますので、それを基に今言ったような

集落の皆さん方に対する説明会をやって進めていっていただければと思います。各集落におい

ては、提出されたアンケート等の取りまとめをやります。そして、まず第一段階として、集落

内で話合いを。とにかく持ち寄ったアンケート調査によって、集落内でまずは話し合ってもら

う。エリアの設定はもうちょっと大きくなると思いますので、集落内で話し合ってもらう。例

えば、集落内で、この人とこの人は何町歩あって、この人とこの人は機械を持っている。将来

的には、その機械を集落に貸してもらえますかとか、そして営農しましょうとか。あるいは、

そういったものも無理だから、これはもう条件があんまり整わないから人に任せよう、では、

任せるにはどうするか。例えば、これは基盤整備しなければ駄目だ、そうしなければ、とても

人が引き受けてくれない。そういったことをまず第一段階として集落内で話し合ってもらう。

その話し合ってもらったものを今度はエリアに広げるというような手法をとっていかないとい

けないと思うのですけれども、そういった点についてはどのようにお考えでしょうか。お伺い

いたします。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

それこそ議員御指摘のとおり、条件不利地については、例えば、機械だけお借りして法人が

入るとか、大型機械が入らない所には、その集落に保有してある機械を借用して誰かが耕作す

るとか、そういうパターンも含めて、いろいろなケースが出てくると思います。農地を荒らさ

ないために、例えば、耕運だけはしますよとか、そういうかたちでの。実際に耕作はしないの

だけれど、農地を荒らされるために耕運だけはしましょうよというふうなパターンも出てくる

かと思うので、その辺、機械の集落での保有台数とか、有効活用できるようなかたちがとれれ

ばというふうには思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

そういったいろんな集落の話合いの中で、それを持ち寄って、エリアに広げていく。ここは

こうしよう、ここはこうしようというふうな話合いがエリアの中で。先ほども言いましたよう

に、農業委員会も含めたなかでエリアを設定してもらわなければなりませんが、その中に拡大

していく。そういう手法を取っていかなければ。私は、今回の意義の中で協議のプロセスを大

事にしていただきたいと思っております。ですから、そういった丁寧なプロセスをぜひ作って

やっていただきたいと思います。そして、これからその作成には、特に先行地域につきまして

は、多分大きな法人とかが入っている所になるかと思うのですけれども、そうしたところに、



大規模農家とか法人の意見がしっかり取り入れられて、法人が入っていますから、その法人等

との団地化とか集約化につきましてもできるようなかたちをとっていただきたいと思っていま

す。そういった大規模な農家、農業法人が耕作しているものが多く含まれた地域、そういった

所については、法人とかそういったものの皆さん方の意見とか、耕す所の希望とか、そういっ

たものがあると思いますので、そこをしっかりと取りまとめていっていただきたいと思いま

す。そういったなかで今現在、町では、農地利用の最適化の推進委員、そういったもの設定し

ておりますか。取りまとめていく上で、今現在は。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

推進員さんにつきまして現在６名、旧村単位に１名ずつというかたちでいらっしゃいます

し、任命しております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

旧村単位で委員の任命をしたという状況が私は分からなかったのですけれど、それはどのよ

うな方と言ってはおかしいのですけれども、法人の若手とか、あるいは中心になっているよう

な人たちが任命されているわけですね。そういった人たちは、これから私どももいろんな話合

いをするなかで、例えば、この農地だったらとても法人がそこまで行けないよと、狭すぎて駄

目だとかいろいろあって、私どもは、そういったその法人の皆さん方の話とかも聞きたいと思

いますけれども、どんな条件だったら引き受けてもらえるとか、そういったものもやっぱりし

ていかなくてはならないと思います。そういったなかで、農地利用の最適化の推進委員につき

ましては、どのような方がどのようなことで、こういったことに参加してくるのか、その構想

についてお伺いしたいと思います。お願いします。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

任命は農業委員会長がしておりまして、内訳といいますか、任命されている方はどういう

方々かというのは、特定されてしまうので、この場では差し控えさせていただければと思いま

す。農地利用最適化推進委員さんにも、地域計画目標地図の作成にも携わっていただければと

いうふうには思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 



 

（１番）滝沢元一郎 

それは今、６名とおっしゃいましたか。各地域に６名いらっしゃるわけですね。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

今現在は、各地区に１名ずついらっしゃいます。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

 各地区というのは旧村単位なのですか。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

旧村単位でございます。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

旧村単位ということは分かりました。今回の地域計画を策定していくという上で、いろんな

相談に乗っていただけると。個人的な特定はできないかもしれませんけれども、法人とかそう

いった大きな農家や認定農業者、法人のそういった皆様方もメンバーに入っていらっしゃるの

でしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

法人の構成員の方というか、従業員の方も含まれています。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 



（１番）滝沢元一郎 

分かりました。いろんな問題が出てきたときに、そういった皆さん方から相談なり何なりに

応じていただくと。あるいは、その皆様方がといいますか、今回の整備計画の中で、いろんな

意見を聞くというようなことができるということなのですね。分かりました。 

ちなみに、そういった方々については、費用弁償というのはどうなっておりますか。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

費用弁償的な部分というのが、今回、モデル地区を設定するなかで、どれだけの回数をする

かというのも、例えば、各地区でバラバラになると思うので、その辺、費用弁償もどのような

かたちで対応したらいいかというのも、モデル地区を設定するなかで、今後、予算も組んでい

きたいというふうには思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

 今回の策定につきましては、今ほど言いましたように拙速に作るのではなくて、各地域の、

あるいは集落内等の、それぞれ集落、あるいは似通ったエリアにつきましては、いろんな条件

があると思いますので、今回の策定のプロセスを特に重要視していただきたい。それから、こ

れから忙しい時期ですけれども、モデル地区を選定して、それにつきましてはどのようなスケ

ジュールで、そして、そのほかの地区につきましてはどのようなスケジュールを描いているの

か、その点についてお願いします。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

今年度につきましては、モデル地区の策定に絞らせていただきまして、翌年度の令和６年度

につきましては、全町網羅するかたちで集落のほうに入っていければなと計画しております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

 先ほどから申し上げているように、今現在のエリアの決定をして地図を作成するとか、ある

いはアンケート等を取るとか、そういったものも私はやっていただきたいと思うのですけれど

も。モデル地区、その他の地区について、時間的流れ、今年はモデル地区だ、来年は、（とい



うような）大まかな流れとしてはどのように考えてるのか、それはお聞きしたいと思います

が、いかがですか。 

 

議長（恩田 稔） 

農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

エリアの設定というのもこれからしていきたいと考えております。モデル地区というものが

どういう動きのなかで、どういうかたちで成果を出せるのかというのも含めまして、その時間

軸も含めまして。例えば、翌年度、１地区についてこれだけ掛かるのだよというのもモデル地

区で。これだけ時間が掛かるのだよというなかで、翌年度について、例えば、何か所設定する

かというのも含めまして、検討していきたいというふうには考えております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

分かりました。スケジュール的なものにつきましても、モデル地区をやってからということ

だと理解しました。それはどのような時間的に流れていくのか。そのモデル地区をやってか

ら、後のものを考える、スケジュールを設定していくということなのですね。 

もう一つですが、例えば秋山郷とか条件不利地、耕地が非常に狭い、非常に形状が悪い、遠

い、獣が出るとか、そういった地域につきまして、条件不利地の保全等を進める地域というの

が私は出てくると思うのです。その保全についての考え方というのは、今のところ町はどのよ

うな考え方をしていますか。お伺いします。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

条件不利地も、実際、本当に条件が悪いので耕作放棄地につながりかねないというふうに認

識はしております。ですので、例えば、軽量作物の作付けですとか、景観に配慮したお花です

とか、林地化ではないですけれども、広葉樹を植えるなかで耕作放棄地にならないようなかた

ちでの対応も可能なのかなというふうな、実際の地主さんの御意見等もお伺いしながらになる

かと思いますが、そういうかたちでも検討はしていきたいと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

 

 



（１番）滝沢元一郎 

分かりました。まずはモデル地区でそれをやってからということですので、モデル地区の結

果、あるいはスケジュール、手法を、今申し上げましたように、基本となる耕作者の意向調査

とか、個人・法人等を問わず。また、特に先ほど言いましたように、畑地につきましては、い

ろんな耕作者も入り乱れてるような現状です。そういったなかで、私どもは、アンケート、あ

るいはそれと合わせた、特に畑地につきましては現状把握も当然そう、一緒にやっていかなけ

ればならないのではないかと思っております。そういった手法をやりながら、モデル地区を。

そのモデル地区は、今言ったように法人とかそういったものが多分含まれている所を設定する

と思いますので、そういった条件に整えた所は、今後、どういった営農をやっていくか、ある

いは、それを引き受けてもらうには基盤整備等まで踏み込んでいかなければならないというよ

うな状況になっていますので、そういったことをやっぱり重要視して一歩一歩進んでいただき

たいと思います。モデル地区がどういうふうに進むかというのはちょっとまだ、モデル地区と

言われてしまうと公式決定まではなかなか結果が出てこないので分かりませんが、その辺がモ

デル地区を推進する上で、慎重にじっくりと時間を掛けて協議の場を増やしていただきたいと

思いますけれども、その点について、最後にお伺いしたいと思います。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

今回、初めてモデル地区を設定するなかで動いていくかたちになると思いますので、県の関

係機関、町内の関係機関、農業委員さん、推進員さん、行政が関与しながら、拙速にならない

ように、各地区が本当にイメージできるかたちでの計画策定をしていきたいというふうに考え

ております。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

町長も先ほどおっしゃいましたけれども、今回のものが今後の町の耕作地をしっかりと利用

していくという面で非常に大切なプロセスの一環だと私は思っておりますので、各家庭の話合

いを基本として、集落内、エリア内の協議をしっかりとやって、取りまとめていくということ

をしていただきたいと思います。これはお願いになりますけれども、ぜひ、そのようなプロセ

スを経ていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

以上で質問を終わります。 

 

 

議長（恩田 稔） 

 昼食のため午後１時まで休憩いたします。  ―（午前11時 27 分）― 

 ―（休憩）― 



 会議を再開し、一般質問を続行いたします。  ―（午後１時 00 分）― 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

６番、江村大輔です。通告に従いまして、大きく２点、質問します。 

組織のマネジメントとは、人、物、お金、情報などの資源を有効かつ効率的に活用し、ミッ

ションやビジョンを達成していくものです。また、どんな業種・分野であっても、事業を進め

ていく上で、組織体制は重要な要素の一つです。 

１．そこで、大きな１点目、津南町役場の事務機構についてです。 

（１）４月から新規に政策監を配置しましたが、どのような意図で、どのような役割を担う

のか。また、情報施策の企画、総合調整とは具体的にどのようなことを目指しているの

か。 

（２）町長の目玉施策の一つである DMO 推進については、DMO 推進室を設置した平成 31 年

の翌年以降から観光地域づくり課長が室長を兼務していましたが、今年度から４年ぶり

に専属とした意図と DMO を今後どのように推進していくのか、伺います。 

（３）世の中の変化が激しい今、行政として、まちづくりの成果を出すために、個々の力を

最大限に発揮するとともにチームワークが重要だと考えますが、政策監、DMO 推進室と

もに職員が１名で担当することになっています。町長は、組織的ではなく、職員個々に

責任を持たせて進めていくということか、伺います。 

２．大きな２点目、プラスチックのリサイクルについてです。昨今は、突然の豪雨災害や気温

の上昇など、温暖化問題や環境問題が深刻化しています。世界的には、プラスチック資源循

環の必要性の高まりがあります。日本では、容器包装リサイクル法に基づき、分別収集や再

商品化が進められ、現在はプラスチック資源循環促進法が 2022 年４月１日からスタートし

ています。環境問題を解決するために、循環型社会を作り上げていくには、住民、行政、企

業が協力し合いながら進めていかなければなりません。 

（１）令和４年９月に津南町ゼロカーボン戦略を策定し、戦略を基本的な方向性として、地

球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地方公共団体実行計画を作成するとしてい

ますが、進捗状況はどのようになっていますか。 

（２）プラスチック資源循環促進法では、市町村は家庭から排出されるプラスチック使用製

品廃棄物の分別収集と再商品化に努めることとされていますが、津南町でのプラスチッ

ク類の分別は住民の生活に直接関わるものですが、今後、どのように進めていくのか。 

（３）令和５年第１回定例会の総括質疑の中で、持続可能な社会の実現のために、事業所等

と連携した再商品化を衛生施設組合と検討・研究するとしていましたが、進捗状況はど

のようになっていますか。また、プラスチック資源循環促進法に基づいた再商品化計画

の申請に向かうことで、持続可能な資源循環のまち津南町として、まちづくりの柱にな

ると考えますが、町長の見解を伺います。 

壇上からは以上です。 

 



議長（恩田 稔） 

 答弁を求めます。 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

６番、江村大輔議員にお答えいたします。 

大きな１点目、役場の事務機構に関する御質問の１点目、４月から新規に政策監を配置した

が、どのような意図で、どのような役割を担うか、情報施策の企画・総合調整とは具体的にど

のようなことを目指しているかについてお答えいたします。この４月から、総務課付けで政策

監を１名配置したところです。政策監を配置したことにより、デジタル化が急速に進展するな

かで、複雑化、多様化する社会に対応するため、町の政策、事務事業について、スピード感を

もって新規施策を立ち上げたり、各課の横断・連携を進めたり、民間との連携や知見の導入を

行ったりするなど、大局に立ち、これまでに無い手法により迅速に対応、課題解決を進めるこ

とを目指しております。総務課付けとさせていただいたのは、総務課だけでなく、各課を横断

して業務を行うことを目的としたことによります。しかしながら、政策監が本人の都合により

退職したため、現在、そのポストが空いている状態であり、ふさわしい人材の確保に向けて検

討しているところでございます。 

２点目、DMO 推進室長を専属にした意図と DMO をどのように推進していくかについてお答え

いたします。私の公約の一つに、観光地域づくり法人 DMO を作るというものがありました。こ

の間、課として、新型コロナウイルス対応や移住・定住対応など様々な業務を並行して実施し

ていくなか、法人設立検討委員会を重ねました。令和４年第１回定例会で、新法人設立のため

の新年度予算を計上いたしましたが、「固まり切れていない。」との御指摘をいただき、設立に

は至っておりません。その後、課長を中心に新法人設立の打開策を探っておりましたが、維持

費が増大する観光関連施設への対応や、引き続いての新型コロナウイルス感染症などによる大

きな社会変革、また、世界経済の環境も潮目が大きく変わりました。課が担う業務が大きくな

り、新法人設立のめどが立たないと判断いたしました。そのため、今年４月の人事異動で課長

の兼務を解き、専属の室長を置くことで、強力に新法人設立を進めたいという考えでございま

す。今後の推進についてですが、室長から専任で取り組んでもらう体制を作りましたことで、

より強力に「観光地域づくりを推進するための官民連携の法人」実現に向けて動き出せると考

えております。何よりも、このコロナ禍で、ほとんどの地方の自治体においては人口減少が進

み、衰退が加速しているのが現実のところでございます。また、世界経済の環境の潮目がウク

ライナの危機などにより変わりました。また、情報の高度化によりまして、シンギュラリテ

ィ、人間と IT の臨海線が早く到来するというふうに言われております。私が初めて町長にな

りました５年前から取り巻く環境が大きく変化している、難しくなっている感じているのが素

直なところでございます。一方、観光につきましては、このコロナ禍で着実に回復してまいり

ます。国内旅行につきましては、これまで以上、あるいはこれまでと同程度にしたいという旅

行のニーズがあります。また、国でも今年 2023 年、インバウンド再生元年と掲げられている

ことから、こうしたことにしっかりと対応してまいりたいということを考えております。かつ

て観光庁の補助事業は、対象が厳格な認定要件を求められる DMO しか認められない事業が多く

ございましたけれども、近年は必ずしも DMO ではなくても補助対象となる事業がほとんどとな



りました。観光庁の求める厳しい認定要件を満たすということよりも、しっかりと体制を作っ

て、こうした先ほど申し上げましたニーズに応えていく体制を作る必要があると考えておりま

す。DMO 推進室長には、そのことを含めて検討をしてもらっているというところでございま

す。 

三つ目、チームワークが重要と考えるが、政策監、DMO 推進室とも職員が１名で担当するこ

とになっているが、組織的ではなく職員個々に責任を持たせて進めていくかについてお答えい

たします。先ほどから申し上げていますように、町の課題が多様化、複雑化、また、スピーデ

ィーになっておりますなかで、議員御指摘のとおり、これまで以上にチームワーク、連携が必

要だと考えております。そうした考えから、政策監、DMO 推進室とも職員の配置は１名となっ

ておりますけれども、いずれにしても横断・連携が必要な部署でございますので、課の垣根を

超えて業務を行うよう、役場全体としてのチームワークが重要であると考えておるところでご

ざいます。チームワークを生かしながら、職員の連携を行うことによる相乗効果によりまし

て、役場全体の成果量を増やしていくということでございます。 

大きな２点目、プラスチックのリサイクルに関する御質問の１点目です。津南町ゼロカーボ

ン戦略を策定し、戦略を基本的な方針として、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、

地方公共団体実行計画を策定するとしておりますが、進捗状況はどのようになっているかにつ

いてお答えいたします。地方公共団体は、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地方

公共団体実行計画を策定するものとされています。このうち、地方公共団体の事務事業に伴う

温室効果ガスの排出量の削減などに関するものとして事務事業編を、地方公共団体の区域の自

然環境に応じて温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な計画として区域政策編

があります。このうち事務事業編は策定済みであり、今回の津南町ゼロカーボン戦略の策定を

基に区域政策編を策定したいと考えております。区域政策編では、計画期間に達成すべき目標

を設定し、実施する措置の内容を定めるとともに、再生可能エネルギーの導入、省エネルギー

の促進等について具体的に定めるものとなっており、津南町ゼロカーボン戦略を基に、計画策

定に向け、研究・検討をさせていただいておるところでございます。 

２点目、プラスチック類の分別の進め方についてお答えいたします。令和４年４月に施行さ

れたプラスチック資源循環促進法では、プラスチックの有効利用を図ることが明記されてお

り、市町村の役割としてプラスチックの分別収集に努めることとなっておりますことから、プ

ラスチックごみの分別収集について、衛生施設組合と検討を重ねている状況でございます。現

段階では、ごみ集積庫への出し方や収集回数など回収方法について、収集業者を含め検討を重

ねております。また、分別するプラスチックごみの種類について、どのような製品プラスチッ

クを分別していただくか検討しており、ある程度の方向性が見えてまいりましたら、衛生施設

組合議会や町村議員及び町民の皆様に周知してまいりたいというふうに考えております。 

３点目、事業所と連携した再商品化の検討・研究の進捗状況と再商品化計画の申請による持

続可能な資源循環のまちづくりについてお答えいたします。衛生施設組合では、再商品化計画

の内容について研究を進めております。計画書を作成するには、プラスチックごみの種類や種

類ごとの処理量、分別方法など記載する項目があり、組合ではプラスチックごみの分別収集を

行っておらないことから、プラスチックごみの分別収集から始めていくことが必要であると考

えており、現在、その分別収集について検討している状況となっておるということは先ほど申

し上げたとおりでございます。県内でも、再商品化計画を策定している市町村の情報が無い状



況ではありますけれども、次年度以降に再商品化計画の認定を受けた市町村が出てくることが

考えられますため、引き続き、情報収集に努めてまいりたいと考えております。資源循環を見

据えた、環境負荷の少ないゴミ処理を進め、町民、事業者の御理解と御協力をいただくなか

で、ごみの発生抑制、再利用、再資源化をサイクルしていくことができれば、資源循環型の持

続可能なまちとして、一つの魅力になるのではないかと思っております。 

 以上です。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

それでは、再質問で大きな１の（１）からです。人事発表で初めてこのように政策監という

ものを知ったわけなのですけれど、その後、全庁に配られるこの事務機構図を見て、また初め

て体制が知れたわけです。事務機構に変更があるのであれば、まず、施政方針で一旦に触れる

べきではないかなと最初考えるのですが、これはいかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

施政方針で、課の横断が必要であって、様々な連携が必要であるというふうに記載をさせて

いただきました。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

政策監というのを明記しなかった理由はどんなことでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

そうですね。人事の時期、検討の時期と予算の時期、ちょっと予算の方が先行して進んでお

りまして、その辺のところの詰めをする必要がありましたものですから、課題の課の連携、横

断的な課題への対応が必要だというところを記載させていただいたということでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 



（６番）江村大輔 

私は明記するべきだったと思いますが、これはもう終わっていることなのですけれども。こ

れは配布されただけで、実際、今ほど言った政策監が、なぜ、どういう理由でという意図が十

分に伝わっていない。私たち議員も住民もだと思うのですが、この点はいかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

先ほど申し上げたとおりでございまして、午前中にもありました少子化対策、ああいったも

のは、これまで、「これは、ここからここは福祉保健課、ここからここは教育委員会、あるい

は総務課。産業面を見る必要があれば、観光地域づくり課、農林課。住民情報であれば税務町

民課」などなど、課が縦割りの状況のなかで、それを調整して対応を打っていくというところ

ができないでいるなというふうな課題意識を持っておりました。これ一つとってもそうです

し、デジタル社会への対応もそうです。マイナンバーカードの普及一つとっても、県とやり取

りしておりますのが総務課です。あと、税務町民課は、対町民の皆様とやり取りをさせていた

だくところが多いわけでございます。ですので、マイナンバーの普及となった時に、その二つ

の課は少なくとも連携する必要があります。こういった様々な横断すべき課題が増えてきてい

るというふうな認識を持っておりました。それにつきましては、かねがね私申し上げてまいり

まして、皆様にもお伝えしたところですし、予算のお伝えの仕方も、従来の衛生費とか教育費

とかという伝え方でなくて、どういった方向で施策を組んでいくのかというところの特徴の目

出しはさせていただいたというところでございます。そういったところの調整、総合的な企画

調整を担うというところの人も体制づくりも必要だというところがありましたものですから、

今回、政策監ということでの設置をさせていただきました。これまでどういうふうに調整して

いたかと申しますと、私が「ちょっとこことここは矛盾が生じているのをやっているのではな

いかな。」ということがあった場合は、私がそこに入っていったり、副町長が入っていった

り、あるいは総務課長にお話したりということがありましたけれども、実効性を高めていくと

いう段階になりますと、やはりしっかりとした体制が必要だったものですから、このようにな

っていったというところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

「意図が十分に伝わっていないのをどう思うか。」という質問で、なかなか難しい質問を僕

はしていないので、簡潔に答えていただければと思います。政策監を調べますと、この周辺で

言えば長岡市が政策監を設置しておりますし、新潟県もしていたわけですけれども、どこを見

ても、調整をするというふうな設置にはなっていなくて、庁内のいろんな多様な事業だったり

複雑化しているというのは理解できいてるのですけれども、調整を図るという仕事であれば、



副町長がそれを担うということなのではないのかなと思うのですが、なぜ副町長ではなくて、

政策監が調整役を担うのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

当然、私も各課の連絡調整役は担っておりますが、その実効性を高めるための政策監でござ

いまして、政策監の名前自体は（同じでも）、それぞれ自治体によって、その役割は違ってき

ているものだと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

政策監については、誰の発案だったのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

町長はじめ我々当局でございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

町長と副町長も含めて、設置することをどのような経緯で決めたか、教えてください。 

 

議長（恩田 稔） 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

この総合的に課を横断してということの必要性は、大体３年ぐらい前から感じておりまし

た。農林振興課長が県から来ていた頃から、農業中心にですけれども、あの方が割と様々な調

整役を担っていただく場面も結構ありまして、そういったときに、従来の課の縦割りというよ

りは、ちょっとつないで仕事をしなければいけない場面がこれから増えてくるだろうというふ

うに思っておりましたので、大体構想としては３年ぐらい前から、コロナの前後辺りから、そ

ういう必要性は感じておりました。ですが、どんな方を充てるかとか、あるいはいつからやる

かというところはずっと議論を重ねてきました。私と副町長、総務課も含めて議論を重ねてき



たところで、今回、そういった状況がそもそもその必要性自体が高まってきているというとこ

ろでしたので、ポストとして、それを設置したというところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

また後ほども同じような内容になってきますので、この事務機構図から読み取るには、政策

監は、班長級と同等という位置付けでよろしいのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

お見込みのとおりでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

先ほど、政策監について、副町長も実効性を伴うということで言っていましたけれども、政

策監の権限はどうなっていたのでしょうか。実効性が必要なのであれば、結構権限をやらない

と実効にすぐに移せないと思いますが、権限はどういうふうになっていましたか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

権限と申しますと、どういうことでしょうか。決裁等は事務決裁規程によって、規則等によ

って決められております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

ということは、政策監が判断することはないということでよろしいのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 



副町長（根津和博） 

最終的な判断は町長にございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

今、このやり取りの中での設置した意図ですとか、そういう役割、これは庁舎内の職員に周

知されていたのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

当然、課長会議等で政策監を設置するという旨のお話はしております。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

では、課長会議をやった後に、どのように職員に周知したのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

職員向けの、課のどの職員がどういう仕事をやるかというのは、当然、職員のほうに周知は

しております。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

すみません。どのように周知したのかをお伺いしています。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

文書で通知しております。 



 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

それは人事ということですか。それとも、今私が言った意図とか役割について、文書で各職

員に知らせたという認識でよろしいでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

人事としての、その人の職務ということでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

ということは、意図だったり役割というのが十分に職員には周知されていなかったのではな

いかと思うのですけれど、そこの点はいかがお考えでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

職員がそこら辺をどういう把握をしているか、私は職員に聞いておりませんので把握してお

りませんけれども、私どもとしては、政策監がどういう仕事をするかというのは周知したとい

うことでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

私たちは言ったけれど、どういうふうに認識しているか分からないというのでは、ちょっと

無責任な感じに聞こえてしまったのですけれども、課長がむしろ伝えるというのであれば、課

長にそういう指示はしたのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 



副町長（根津和博） 

正式な通知というのはしていないです。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

ちょっと変えていきたいと思いますが、政策監がこの事務機構の中で担当するのは、DX 推

進と脱炭素と業務が書いてあるのですけれども、これは町長が力を入れていくものだというふ

うに認識して良いのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

記載はそのようにあります。デジタルと脱炭素ですね。それを話していく延長線上に町政の

骨格自体の話になってまいりますけれど、そうすると、あらゆる所と施策がつながってくるわ

けですよね。少子化もそうですね。あと、デジタルというと広報にも話が波及していくわけで

すね。そして、先ほど来、申し上げております様々な課題が課を横断して横たわっているとい

うところの企画ですね。あと、そうしたところの課の役割分担の話の中に入ってもらう必要が

あるというところで、必要性につきましては、先ほど来、申し上げているとおりです。記載に

ついては、そのように記載となっているかと思っております。私どものところですと、官民連

携という話も入っていたり、業務の分担の中で、そういったところで記載があるところでござ

います。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔  

今までの中で、では、政策監が企画をして、町長以下、上のほうの判断をするという流れだ

ったという認識になっていくのですけれども、今は辞められているというところですが、政策

監を設けての成果はどのようなことが挙げられるのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

政策監になる前もいろいろそういう仕事をしていただいて、例えば、昨年から始めた官民連

携事業ですね。ここも三つの事業について、それぞれ政策監が中に入って、事業者、複業人材

の方と政策監と担当課のほうで、その調整をしていただいておりました。 



 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

ということは、政策監にならなくてもできていたのではないかと今思うのですけれど、政策

監になって、逆に何が変わったでしょうか。その前から官民連携をやっていたとなると、わざ

わざ政策監にする意味があったのかどうか、いかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

政策監になる前は、ほかの仕事も当然持っていました。例えば、彼の場合で言うと交通安全

とか、そういう仕事がありましたので、もっと政策監に特化した、そういう横の連携、情報連

携等をするための仕事ということで、より特化した仕事を与えておりました。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

個人の都合なので、それがどうとかというのはないのですけれども、退職したということに

対して、少し行政、町長、副町長は見通しが甘かったのではないかなと思うのですが、これは

いかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

個人の事情での退職ですので、私からは何か申し上げるということは差し控えたいと思って

いるというのが現在のところでございます。わずか１年ちょっとの間ですけれども、その当該

の方につきましては、新たな風を入れていただいたというふうに思っておりまして、感謝して

おりますし、今後も津南町に住んでいくということでして、「心が向いて、お力添えをいただ

ける機会があれば、またいろいろ一緒にお願いしますね。」ということは申し上げたというと

ころでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

 



（６番）江村大輔 

現在不在ということなのですけれど、今年度の体制はどのように考えているのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

職員、また、民間のほうも含めて今検討中で、今年度中の設置はちょっと難しいのかなとい

う感じを思っているところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

大事な調整の業務は誰が担っていくのでしょうか。今不在ですが。 

 

議長（恩田 稔） 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

 調整は大事ですよね。先ほど来、調整が大事だから、こういう体制にする必要があるという

ふうに申し上げております。例えば、今、私が困っていることを申し上げますと、私ども、ふ

るさと納税を今年一生懸命やろうとしているのですけれども、担当している部署の企画財政班

と、また、体験型の商品を作ろうとしていますので、観光地域づくり課が連携する必要があり

ます。お互いこれまで縦割りでやってきた面も多くございますので、お互いを知る必要があり

ます。どういった業務の煩雑さなのか、お互い知る必要があると思うので、そこは、つい一昨

日か、その前か、私、一緒に話する場を設けまして、「お互いよく相談してやってもらいたい

です。」という話はさせていただきました。本当に加速して進めるというところには、今、大

変な面も出てきておりますけれども、ひとまず私もほかの仕事を調整するようなかたちで、気

になっているところがあれば、そういうふうに間に入っていくしかないのかなとも思っておる

ところでございます。いずれにいたしましても、そうした様々な課題、精度を上げていく、成

果量を増やしていくということのためには連携が必須ですので、引き続き、そうしたところの

ポストというのですか体制というのですか、そうしたものは構築していく必要はいずれにしろ

あるかと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

 

 



（６番）江村大輔 

新しく事務機構をどのような経緯で決めたかというのは議論したというふうなことでしたけ

れど、決定までのプロセスが分からないなかで、職員が振り回されているのではないかなと思

います。今、政策監がいなくなったということは、その業務は誰かに行っているわけですよ

ね。負担が増えているのではないですか、そういうことになったということは。やれていない

業務は発生していないのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

当然、政策監に限らず、職員が１人退職すれば、その人が持っていた仕事があります。今回

は総務課が多いのですけれども、各課に振り分けて行っておりますので、個々にすれば業務量

は増えてるということでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

今年度、不在になったそこに新しく職員を充て込むという考え方はあるのですか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

現時点ではございません。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

次年度以降も、私は現状の体制では政策監は必要ないと考えるのですけれども、現状の体制

ではですね。政策監という役職は今、町長、副町長は、次年度以降も継続するというお考えな

のでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

 

 



町長（桑原 悠） 

ロバの話があるのですけれども、ロバにおじさん、おばさんが２人で乗っていました。そう

すると周りの人が「ロバがかわいそうじゃないか。」と言うのです。では、１人、おばさんが

降りました。そうすると、「おじさんは、おばさんを歩かせて駄目だな。」と言うのです。で

は、おばさんを乗せておじさん降ろしました。そうすると、「なんで女が乗っているんだ。男

を歩かせているんだ。」となるのです。では、２人ともロバから降りました。そうすると、「お

前ら２人ともロバの使い方を知らない。」と言うのです。 ―（江村議員「議長、簡潔にさせ

てもらいたいのですが。」の声あり。）― そういった、なんでもいろいろな意見があるという

ことです。全ての人がイエスと言うことは、実際上、現実社会では無いわけなのです。そのな

かで、私どもはやらなければいけないことを決めて、多くの皆さんに御納得いただきながら進

めていくというところが肝要になってまいります。今の課題としては、先ほど来、申し上げて

いる横断連携が必要だというところは、私ども現場で仕事をしていて常々感じているところで

す。医療、福祉保健、病院の連携もより一層必要です。加速させていく必要があります。そう

したなかで、あらゆるところの連携、横断体制をどのように組んでいくかというのは、今一度

しっかりと考えていく必要があるというふうに思っております。政策監うんぬんのみならずで

す。そういうふうに体制的には整えていく必要がありますので、ということでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

すみません。特に議長から指示されないのに発言してしまいました。本当に簡潔に話をして

いただかないと、せっかくのこの住民のための議会、すごく時間が大事なので、よろしくお願

いします。申し訳ありませんでした。 

それでは、２番の DMO 推進室のことについてです。施政方針の中では、舵取り役としての法

人設立を視野に入れて官民連携して地域づくりに取り組むということだけ書いてあったのです

けれども、今ほどの強力に進めていくということであれば、なぜ DMO という表現を使わなかっ

たのか教えてください。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

それは先ほど答弁で申し上げたとおりでございます。今、旅行ニーズとしてはどんなことが

あるかというと、例えば、観光庁とか環境省とか経済産業省で様々なデータがありますので、

議員はもちろん御覧いただいているかと思うのですけれども、国内客の旅行意向が高まってい

る、かなり回復してきているという状況があって、様々なニーズがあります。旅行のタイミン

グ・理由としては、この５月８日以降高まっていて、旅行の理由としては日常からの開放であ

ったり、旅先のおいしいもの、思い出をつくるため、様々なそういう調査データがあるわけで

す。国内客の回復を牽引するのは 20 代から。我々のような自然の多い地域というのは、ニー



ズとして高い傾向にあって、非常にそれをお迎えするための機が来ているというところでござ

います。我々としては今、ニーズに応えきれていないところがあると感じておりまして、既存

の課の体制では、あるいは従来の観光協会の体制では、今のニーズのお客様に応えきれること

ができないという体制がありますので、その体制づくりをぜひやらせていただきたいというと

ころでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

答弁のとおりというところなのですが、私の質問の趣旨が違っていたので答弁のとおりには

ちょっとならないのですが。前日もそうなのですが、当局側の答弁がやっぱり質問の趣旨とず

れているところがあります。しっかり質問事項に対して答弁していただかないと、我々町政運

営のチェックができませんので、お願いします。 

DMO 推進室なのですけれども、業務に DMO 推進等観光協会というふうなものが入っているの

ですけれども、これは DMO 推進と観光協会の充実・再編というのも考えての方針があるのでし

ょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

もちろんそうです。これまで課長が事務局長を兼務しておりました。課長は観光だけを見て

いるだけではなくて、新型コロナ以降コロナ経済対応、また、移住・定住、また、商工関係も

最近、施策を打ってきて課題の解像度を高めておりますので、かなり業務範囲が広くなってい

るわけです。旅行のほうをしっかり、これからニーズが戻ってきている、また、インバウンド

元年ということでありますので、ここに集中して応えられる体制を作る必要があるというとこ

ろでございます。DMO ではない、法人ではないか、どっちなのだというところですけれども、

先ほど申し上げたように、観光庁のかつての補助事業の補助対象が必ずしも DMO 法人ではなく

ても良いということになっております。厳しい条件をクリアしないといけないのですけれど

も、例えば、マーケティング専門家を置けとか、いろいろな人を配置する基準とかがあるので

すけれども、そういったところに必ずしも厳しい基準をクリアしなくても、今のニーズに応え

られるような体制作りをする必要がある。でも、今の任意の団体ですと、例えば、私どもはこ

れから BtoB、旅行会社さんのニーズに応えたいと思っておりますけれども、ある程度の会

社、ビジネス法人と相手をするに、私どものほうも信用性を高める必要がありますので、法人

にして、しっかりと身のある会計にする必要があるというところが今ネックになっているとい

うところかと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 



 

（６番）江村大輔 

ということは、今の町長の答弁は、法人化は重要だということですが、DMO に固執していな

いというふうな捉え方でよろしいのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

ファーストステップとしては、それで固執していないというところでございます。これから

町の産業として観光を、正直に言って、うちは他と比べますともうちょっとがんばらなければ

いけないというレベルにありますけれども、そのファーストステップとして、そうなったとき

に、産業として安定して一般化して伸びていくという段階になったときには、DMO 法人という

ことは道がついていく可能性は高まりますけれども、最初は今の任意団体というところから、

しっかりとしたビジネスのお付き合いをするためには、法人のところは一つのファーストステ

ップなのかなというふうには思っておるところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

要は、DMO という言葉自体を使う必要がないのではないかなと。DMO 推進、DMO 観光地域づ

くり法人ではなくて良いということであれば。何が言いたいかというと、DMO 関係の予算は、

私の予算の見方が甘いのかもしれないのですが、津南未来会議の 47 万円ぐらいしか見受けら

れないのですけれども、ほかに予算はあるのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 DMO 推進室長。 

 

DMO 推進室長（石沢久和） 

DMO は観光地域づくり法人というふうに日本語訳されますが、いわゆる観光地域づくりとい

う意味合いでの予算としては、今言った津南未来会議のほかにいろいろな広告宣伝費ですと

か、そういった細かいところもありますので、そこら辺は観光地域づくり課長のほうとも相談

しながら、予算を使っていくというかたちになっております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

 

 



（６番）江村大輔 

先ほども強力に進めていくということで DMO 推進室長が専任になったわけですけれど、やは

り方針と予算が関連するものだと思います。予算を付けずにどうやって進めていくのでしょう

か。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

観光協会事務局長と兼務、観光協会に事実上集中できるという体制になっております。そこ

に事務職員２人配置され、協会の予算が組まれてるところに出向するようなかたちで、室長が

そこに集中して専念できるという状況を作らせていただきました。では、何をするかというと

ころですけれども、まず、会長さんのお話にもありましたように体験型です。この辺、国内旅

行・海外旅行の中に組み込んでもらう必要があります。例えば、㈱JTB さんとか旅日本㈱さん

とかとしっかり話をして、今のニーズに応えられるように組み込んでもらう必要があるという

ところでございます。ですので、DMO 推進室長に関しましては、どんどん旅行会社など企業と

おつき合いを広げて、BtoB のパイプを太くしてもらいたい、どんどん外に出てもらいたい、

ネットワークを広げてもらいたいというふうにお願いしているところでございます。また、何

をしなければいけないかというと、あともう一つは体験の設計のし直しも必要です。今回、ふ

るさと納税で体験型もやろうとしていますけれども、体験型返礼品と旅行商品を作るのは考え

方としては一緒ですので、そうしたところで、どういう所から導線を引いてくるかということ

をしっかりとやっていく必要があるというところでございます。一つ、トウモロコシ収穫体験

をして、それを商品化につなげて、それをまたふるさと納税返礼品としても売っていくという

こところですから、しっかりとそれを設計して売っていくというところがひとまず仕事、主立

った目に見えるかたちでの仕事ということになりますけれども、事務の職員もおりますので、

３人いればある程度のことができるわけです。法人のところですとか、会計のところですと

か、また、旅行業うんぬんの話のところは進めているというふうな報告がありますので、しっ

かりと連携を取っていきたいと思っておるところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

DMO に固執しないで法人化ということであれば、津南未来会議自体は、法人化を目指すとい

うところに主眼を置いて話し合うという予算付けでよろしいのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 DMO 推進室長。 

 

 



DMO 推進室長（石沢久和） 

こちらの予算に関しましては、津南未来会議という名前は付いてるのですけれども、観光の

アクションプランを策定したいと思っておりまして、そのための予算を組んでおります。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

それでは、法人化するというのは、どこで話し合うのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 DMO 推進室長。 

 

DMO 推進室長（石沢久和） 

昨年の DMO の関連予算につきまして、「まだ法人設立の計画性が煮詰まり切れていないので

はないか。」という御指摘もありましたので、そこら辺を専任になったことで詰めていくこと

になるかと思います。当初、観光協会とも別組織を考えていたのですけれども、いろいろと皆

さんの御意見を聞きながら進めていくということになりますので、来年度の予算の中で、そう

いったものも出していければ良いというふうに考えております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

先ほど、観光協会に専属で集中してできるということで、結構大きな方向が変わった感じを

受けるので、そういったものは３月議会でもやはり私たちにしっかり説明するべき事項なので

はないかなと思っています。 

続いて（３）になりますけれども、政策監も DMO も町長の取組の目玉の一つだと思います。

１人体制ではなくて役場全体でやっていくのだよということなのですが、兼務職員の配置とい

うのは考えられなかったのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

人事というのは適材適所で置いていて、政策監でいうと、それら適材適所の方をより滑らか

にスムーズにして成果量を増やしていくというところですので、自分がチームを作るというよ

りは、それぞれの所に入っていってというところで、そういう役割のある仕事だという認識で

おります。DMO 推進室長も、役場の中では DMO 推進室という所で１人かもしれませんけれど

も、協会の中に事務の方が２人いて、私も自分の後援会も含めいろいろな組織をまわした経験



ありますけれど、３人いると、ある程度のことがいろいろできるのです。なので、しっかりと

やれることをやれる体制ですので、それぞれ役割分担してやっているという話ですから、しっ

かりとそこでチームを組んでもらってやってもらう。そして、あとは課と連携して成果量を増

やしていくというところで、しっかり今年、国内旅行客が戻る、そしてインバウンド元年と言

われる年、売れるプログラムを作って売って、津南町にお金をいっぱい落としたりもらった

り、人を増やしていって、皆さんの希望として、そうやって醸成していくというところが体制

チームとしてできればというふうに思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

この兼務職員の配置というのを課長会議で話し合われたのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

課長会議では話し合っておりません。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

この決定を課長会議でも出していないという認識でよろしいのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

職員の兼務については出していないです。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

 この政策監にしろ DMO にしろ、こういうような組織が変わるというのを課長会議では話し合

って、全員が賛成だったのでしょうか。 

 

 



議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

ある程度、その連携の必要性とかということを話はしますけれど、人事につきましては、も

う直前まで出ないというぐらい情報管理を徹底しておりますので、必要性と、何をやるかとい

うところのタスクは明確に課長会議でお話しなければいけませんけれど、そこにその人事的な

ことが絡むというところに関しては、課長会議でかけてということは、今まではそういったこ

とをしておらないというところでございます。それまで皆で決めてということだと、なんて言

うのでしょうか、様々なことが課長会議で決まらないとということでは必ずしもないと私は思

っておりますので、いろいろなことを決めていますけれど、人事のところにつきましては直前

まで。重要なものですから、そういったことで御理解をいただければというふうに思うわけで

ございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

私が言っているのは人事ではありません。組織体制をこのようにしていくかというのを課長

会議で議論をしたのですかということです。お願いします。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

政策監、DMO 推進室を置くという話はしていますけれども、課長会議でそれの議論等はして

いないです。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

私は、事務機構変えるというのは非常に大きいことだと思っていまして、自分自身もそうい

う経験があってなのですけれども。やっぱりこれを課長会議でかけないというのがどういう意

図なのかがちょっと分かりませんけれど、かけなかった理由は何なのでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

 



副町長（根津和博） 

これを行うに当たって、先ほど町長も言っていますけれども、横の連携、そういう仕事の進

め方が必要と、そういう認識の下で、個々のこの課を設置する、ここを置くという、そういう

細かい部分はしていないです。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

やはり課長会議でも、こういう大事なことを話し合って、もちろん町長がそうだなと受け入

れたりとか、逆に、町長に対してノーを言えるみたいな、そういう環境はあるのですか。 

 

議長（恩田 稔） 

町長。 

 

町長（桑原 悠） 

 はい。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

この今の私のやり取りの中でも、町長発案で既に決まった事項をトップダウンでやっている

のではないか、むしろこれはトップダウンというよりワンマンにやっているように感じてしま

うのですけれど。事務機構を変えるという、これだけ大きなことがこのような進め方であれ

ば、ほかの事業についても同様のやり方なのではないかなと危惧されるのですけれど、こちら

はどうお考えでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

決してそういうことはございません。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

その根拠を教えてください。 

 



議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

根拠というのはどういうことでしょうか。それぞれ事務を行うに当たっては、当然、大事な

事業は課長会議にかけておりますし、お話はさせていただいたところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

議員、事務決裁規程のところも勉強していただいて、非常に役職ごとに役割があります。そ

こをよく見ていただいて、改革するのであれば、そこが肝になるとは思いますけれども、それ

ぞれの役職について役割がありますので、それらを果たしていくというところだと思います。

様々決定に至るまでは、例えばですけれども、病院の方向とかそういった話も様々な議論があ

りますよ。だから、私の次に誰がなってもですけれど、全てその人が医療から、農業から、観

光から、商工、様々分解するといろいろありますけれど、全てを理解してやれるというのは不

可能ですので、トップダウンという言い方がありましたけれども、しっかりとそれぞれの役割

を果たして、しかるべき判断をそれぞれのレベルでしていくというところを組織運営としてや

っているというところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

役職の役割があるというのは認識していて、今回で言うと政策監の役割が新しくできたわけ

ですよね。その役割が新しくできたのを課長会議でもかけずにやると。では、これはやり方と

しては合っていることなのでしょうか。私は、そのようには感じなくて、役割が新しくできて

いますよね、町長。今、私に役職の役割を勉強したほうがいいと言ったのですけれど、むしろ

逆なのではないですかね。役職が新しくできてるのですよ。それを課長会議でもしっかり説明

せず、こういう体制でいくというのも言わなかった。これは、そこで検討をする必要性を感じ

なかったということでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

質問の意味も十分に理解、受けとめ切れているかどうか分かりませんけれども、設置の必要

性については申し上げて、その方向で進んできたというところでございますので、そのように



御理解をいただきたいというところでございます。プラスチックの質問等もあると思いますの

で。 

 

議長（恩田 稔） 

６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

やはり町の今後を考えていくときに、私たち議員もそうですけれど、職員一人一人の力って

すごく大事だと思っています。それはもちろん町長も副町長も分かっていると思うのですけれ

ども。そこを明らかにどうなっているかというのをしっかり分かった上で、職員が業務に携わ

るということで成果が上がって、モチベーションが上がって、その成果が町に戻ってくるとい

う良い流れなはずなのですけれど、今の一連の流れの中では、やはりこのやり方だと職員の業

務に対するモチベーションが下がってしまうのではないかなと。もう少し職員を大事にしてい

ただきたい。僕は、それを今回のこの質問では言いたかったのです。 

続いて、最後２分ですけれども、プラスチックのリサイクルについてです。今回、津南町以

外の周辺地域だったり都市部等と津南町の分別を比べると、地球型温暖化対策に力を入れてい

る自治体というふうに私は感じられなくて、例えば、ペットボトルの容器は回収していますけ

れども、蓋や袋というのが回収しているものになっていない。なので、こういうところを含め

て、津南町は昔から縄文文化が栄えてるわけですけれど、縄文文化というのも循環社会を実現

していましたので、津南町が今あるのは、その循環社会があったからだというところで、この

ごみのプラスチック資源循環促進法に基づいた再商品化計画の申請に向かうことで、私は循環

資源のまち津南町がつくれると思っていますが、町長いかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

おっしゃるとおりだと思います。津南町は、現在のところカーボンマイナスの町でございま

す。水力発電が大きいですね。今後、環境的な省エネも含めて取組を進めていくというところ

を、しっかりと具体施策として何をやっていくかということを答弁のとおり詰めていく、進め

ていく必要があるかと思っております。 

 

議長（恩田 稔） 

 ６番、江村大輔議員。 

 

（６番）江村大輔 

では、しっかりと私も見ていきたいと思います。派手に見えることだけでなくて、住民の生

活に目を向けた政策をお願いします。 

以上です。 



 

 

議長（恩田 稔） 

 以上で一般質問を終結いたします。 

 

議長（恩田 稔） 

 換気のため２時 10 分まで休憩いたします。  ―（午後２時 00 分）― 

 ―（休憩）― 

 会議を再開いたします。    ―（午後２時 10 分）― 

 

日 程 第 ２ 

報告第１号 継続費繰越計算書の報告について 

 

議長（恩田 稔） 

 報告第１号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

本件につきましては、一般会計で平成 30 年度に設定させていただきました埋蔵文化財活用

拠点施設整備事業についての継続費の繰越計算書の報告でございます。 

細部につきましては、副町長が御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

―（以下、資料に沿って細部の説明を行う。）― 

 

議長（恩田 稔） 

これより質疑を行います。   ―（質疑者なし）― 

 質疑はないものと認め、質疑を終結いたします。 

 以上で報告第１号を終了いたします。 

 

日 程 第 ３ 

報告第２号 繰越明許費繰越計算書の報告について 

 

議長（恩田 稔） 

 報告第２号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 



 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

本件につきましては、令和４年度津南町一般会計補正予算第 14 号及び第 15 号において御承

認いただきました繰越明許費の計算書の報告でございます。 

細部につきましては、担当課長が御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

副町長（根津和博）、農林振興課長（太田 昌）、教育次長（髙橋昌史） 

 ―（以下、資料に沿って細部の説明を行う。）― 

 

議長（恩田 稔） 

 これより質疑を行います。 

13 番、風巻光明議員。 

 

（13 番）風巻光明 

 ただいまの説明で、埋蔵文化財が繰越明許費約１億円、その他で２億 7,000 万円、合計３億

7,000 万円繰越明許費が上がっているわけですけれども、これでいくと、一般会計の前年度か

らの繰越金は、私がざっと計算すると６億円を超えているのではないかなと思います。その数

値はどういうふうに捉えておるか、お聞かせください。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

 まだ令和４年度の決算が出ておりませんが、一般会計の繰越しで４億円ちょっとぐらいにな

るかと思います。繰越し分ですよね、２億 7,000 万円。 

 

議長（恩田 稔） 

 13 番、風巻光明議員。 

 

（13 番）風巻光明 

 繰越明許費も入れたトータルの繰越金は幾らになっていますかという、それは６億円を超え

てるのではないかなと推定を私はしますけれども、どの程度になっているかということをお聞

かせくださいということです。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

 すみません。細かい数字は、まだ決算が出ていないので持ち合わせていません。もし、会計

管理者のほうで把握しているのであれば、御説明をお願いします。 



 

議長（恩田 稔） 

 会計管理者。 

 

会計管理者（鈴木真臣） 

 今ほど副町長が申し上げましたとおり、細かい決算については、会計年度が５月末で終わり

まして現在調整中です。一般会計分ですが、繰越額はちょっと多くなっているなという認識で

ございます。その多いなという部分は、恐らくこの繰越分かなと思っておりますので、最終的

には例年並みになるかなという、今の概算の見込みですけれども、そんな状況でございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 13 番、風巻光明議員。 

 

（13 番）風巻光明 

例年並みということは、令和３年度の繰越しが４億 8,000 万円ぐらいですよね。繰越明許費

は、その時１億円あったのです。だから、変な意味で自由に使われる繰越金というのは３億

8,000 万円ぐらいあった。例年並みで４億 8,000 万円ぐらいだということであれば、今回、繰

越明許費で３億 7,000 万円使っていますから、自由に使えるのが１億円ちょっとしかないとい

う計算になると思いますけれども、そういう計算ではないのですか。もう既に繰越金は、１億

円使っておりますね。前回の補正予算で１億 2,000 万円か 3,000 万円使っているのですけれど

も、そういう計算ではなく、純粋な繰越金で自由に使えるのが４億幾らあるという表現だった

のでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 会計管理者。 

 

会計管理者（鈴木真臣） 

 おっしゃるとおり、例年といいますか、近年、３億円から４億円程度の繰越額になっている

かと思いますけれども、繰越額を除いて、この明許と繰越し分を除きました額が３億円から４

億円程度になるかなという見込みでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ほかに質疑はありませんか。   ―（質疑者なし）― 

質疑を終結します。 

以上で報告第２号は終了いたします。 

 

 

 

 

 



日 程 第 ４ 

同意第１号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 ５ 

同意第２号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 ６ 

同意第３号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 ７ 

同意第４号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 ８ 

同意第５号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 ９ 

同意第６号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 10 

同意第７号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 11 

同意第８号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 12 

同意第９号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 13 

同意第 10 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 14 

同意第 11 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 15 

同意第 12 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 16 

同意第 13 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

 



日 程 第 17 

同意第 14 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 18 

同意第 15 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 19 

同意第 16 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 20 

同意第 17 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

日 程 第 21 

同意第 18 号 津南町農業委員会委員任命の同意について 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第１号から同意第 18 号までを一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

同意第１号から同意 18 号まで一括して御説明申し上げます。 

先日、副町長を委員長とする津南町農業委員等候補者評価委員会において選考したものであ

り、議案書裏面の参考資料のとおり、いずれの方も農業に関する識見を有し、農業委員の職務

を適切に行うことができる方々であると考えておりますので、御同意くださるようよろしくお

願いいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

 これより一括して質疑を行います。 

８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

 新しい方々がたくさん出まして、ちょっと中身をずっと見たら、農業に精通するというより

は、勤め人を兼ねてやっている方々、傍らの農業を少しやっている方、認定農業者ではない方

が今回は結構多くなりました。町長の推薦ということもございますが、本来で言えば半分ぐら

い以上は、各団体からの推薦と認定農業者がなれば良いかなと思っているのですけれども。若

干調べたら、それ以下だということみたいですが。募集ですから、仕方ないのかなという気も

いたしますが、募集に際して、「あなたは農業委員としてこうですよ。」というような指導を行

ったのか、まとまってみたらこういう結果になったのか、それをお聞かせください。 

 



議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

 実際のところ、応募は 20 名の方からいただいております。その中で、まず認定農業者、議

員おっしゃるとおり認定農業者の方をまず選定いたしました。それから、必ず中立委員という

のを置かなければいけないので、その中立委員というのも選定したなかで、あと残りの方を選

任したというかたちになりまして、２名の方には御辞退といいますか、今回、農業委員さんに

はなれませんでしたよと通知は差し上げているところでございます。 

 

議長（恩田 稔） 

 ８番、村山道明議員。 

 

（８番）村山道明 

中立委員は２名だと思うのですが、そして、認定農業者がいて、それらの農業精通者で調べ

たら、９人は認定農業者ではなくて精通しているようには見受けられないというか。あと、そ

こから見ると、土地改良区とか、そこら辺の２団体からの推薦枠が当然あると思いますが、そ

れらを差し引いたら、そうか、というような方々が多いのですけれども。反対はしません。そ

ういう面を含めて、農業の精通者かなぁということを疑うのですが、どうですか。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

 認定農業者の方は 11 名いらっしゃいますし、例えば、お勤めの方もいらっしゃるのですけ

れども、集落からの推薦であったり、例えば、土地改良区さんからの推薦というのもございま

した。要は、本人の応募ではなくて、集落推薦だったり地区推薦のほうを優先させていただい

ております。 

 

議長（恩田 稔） 

５番、桑原義信議員。 

 

（５番）桑原義信 

 今のものと同じような質問なのですが、その中で認定農業者が 11 人とかいろいろな構成が

あり、どういうことを基準にして選考したのか、それを聞きたいと思います。その中でも年代

別に見ると 40 代が１人、50 代が２人、60 代が 11 人、70 代が４人と、そういう年齢層なので

すが、津南町の農業を支えていくには、やっぱり若い人たちも農業委員に登用していくという

か、それが大事ではないかと私は思います。できれば、３分の１以上は若い人たち、30 代、

40 代の人たちを選考していくということが必要なのではないかと思いますが、いかがでしょ

うか。 



 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

 議員おっしゃるとおり、やはり若い方からも御応募いただければというところもございます

が、実際、前回からなのですけれど、応募制というかたちになっておりますので、こちらから

「こういうかたちで農業委員さんを募集しますよ。」ということでお知らせしたなかで、この

方々が立候補といいますか、実際の申請をお出しいただいたというかたちです。こちらから、

例えば、この方が良いよというふうなかたちでの提案ができないものですから、こういうかた

ちに今現在なっております。 

 

議長（恩田 稔） 

５番、桑原義信議員。 

 

（５番）桑原義信 

 今後、若い人たちにも焦点を置いて、せめて３分の１ぐらいは若い人たちに担ってもらうと

いうか、そういう方向で検討してもらいたいと思います。 

それと、男女の割合なのですが、女性が２人ですか、３人ですか。18 人の中ですごく少な

いのですが、今、農業の問題も、やっぱり女性の立場からいろいろ、それから、食品の安全性

とかいろんな面からも農業を考えていかなくてはいけないので、そういうのはやっぱり女性の

農業委員さんのほうがいろんな点で関心が高いし、重要な観点だと思いますので、女性がやっ

ぱり少ないということは問題なのですが、それは問題にならなかったのですか。 

 

議長（恩田 稔） 

 農林振興課長。 

 

農林振興課長（太田 昌） 

 確かに議員おっしゃるとおり、18 名の中で２名の方が女性だということで、割合的には確

かに少ないというふうに認識をしておりますし、また、上の農業会議のほうからも「女性の登

用をしっかりしてください。」というようなことで指導はいただいてるところなのですが、実

際の応募状況がこのようなかたちになっているということで御理解いただければと思います。 

 

議長（恩田 稔） 

ほかに質疑はありませんか。   ―（質疑者なし）― 

 質疑を終結いたします。 

 討論、採決はそれぞれ議案ごとに行います。 

 なお、津南町農業委員会委員任命同意につきましては、申合せにより、採決は起立採決によ

って行います。 

 



議長（恩田 稔） 

 同意第１号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第１号について採決いたします。 

 同意第１号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第１号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第２号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第２号について採決いたします。 

 同意第２号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第２号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第３号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第３号について採決いたします。 

 同意第３号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第３号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第４号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第４号について採決いたします。 

 同意第４号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第４号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第５号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第５号について採決いたします。 

 同意第５号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第５号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第６号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第６号について採決いたします。 

 同意第６号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 



 全員賛成です。よって、同意第６号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第７号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第７号について採決いたします。 

 同意第７号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第７号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第８号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第８号について採決いたします。 

 同意第８号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第８号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第９号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第９号について採決いたします。 

 同意第９号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第９号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 10 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 10 号について採決いたします。 

 同意第 10 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 10 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 11 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 11 号について採決いたします。 

 同意第 11 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 11 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 12 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 



 同意第 12 号について採決いたします。 

 同意第 12 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 12 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 13 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 13 号について採決いたします。 

 同意第 13 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 13 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 14 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 14 号について採決いたします。 

 同意第 14 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 14 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 15 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 15 号について採決いたします。 

 同意第 15 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 15 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 16 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 16 号について採決いたします。 

 同意第 16 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 16 号は同意することに決定いたしました。 

 

議長（恩田 稔） 

 同意第 17 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 17 号について採決いたします。 

 同意第 17 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 17 号は同意することに決定いたしました。 

 

 



議長（恩田 稔） 

 同意第 18 号について討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 同意第 18 号について採決いたします。 

同意第 18 号について、同意することに賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、同意第 18 号は同意することに決定いたしました。 

 

日 程 第 22 

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 

議長（恩田 稔） 

 諮問第１号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

人権擁護委員を５期 15 年お勤めいただいた高橋芳子氏が令和５年９月 30 日をもって任期満

了を迎え、御本人の意向で勇退することになり、後任として、津南町亀岡の石沢恵理子氏を人

権擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものです。 

石沢氏の略歴は参考資料のとおりでありますが、人権擁護委員として適任者であると考えて

おります。 

法務大臣に推薦を行う必要がありますので、議会の賛同を賜りますようお願いを申し上げま

す。 

 

議長（恩田 稔） 

 これより質疑を行います。   ―（質疑者なし）― 

 質疑はないものと認め質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

 諮問第１号について採決いたします。 

 採決は先例に従い、起立採決によって行います。 

 人権擁護委員候補者の推薦について、石沢恵理子氏を適任とすることに賛成の方の起立を求

めます。  ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、諮問第１号について、石沢恵理子氏に対する議会の意見は適任とす

ることに決定いたしました。 

 

 

 

 

 



日 程 第 23 

議案第 36 号 津南町立病院就職支援金支給条例の制定について 

 

議長（恩田 稔） 

 議案第 36 号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。  

 

町長（桑原 悠） 

町立津南病院の看護師等の安定的な確保を図ることを目的とし、津南病院に就職する看護師

又は看護師に対し就職支援金を支給する事業について規定するため、条例を制定するもので

す。 

細部につきましては、福祉保健課長が御説明申し上げますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議長（恩田 稔） 

福祉保健課長。 

 

福祉保健課長（野﨑 健） 

―（以下、資料に沿って細部の説明を行う。）― 

 

議長（恩田 稔） 

 これより質疑を行います。 

１番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

 今ほど、課長からいろいろな指摘があったということで、今後の状況を見てというお話がご

ざいました。この支援金につきましては、就職する際の支度金といいますか、例えば、通勤の

車を買うとか、服を買うとか、そういったことに支援金として、あるいは住宅を借りるとか、

そういったものが支援金の内容ではないかと私は思っております。そうなりますと、例えば、

４年間して、結婚とか出産とか、やむを得ない状況で退職せざるを得ないというような（こと

があった場合）、４年間過ごしたということになりますと、５年以上勤務しないと全部一括し

て支度金を返さなければならないということであります。そうしたものを今後、状況を見て、

附則のほうに盛っていくということについては、最初から附則の所にそういった返還に対す

る、「５年たたなくても、こういった状況であれば考慮します。」とか「町長も考慮します。」

とか、そういったことは最初から載せておくべきではないかと思うのですけれども、それに対

する町長の考えはいかがでしょうか。お伺いします。 

 

議長（恩田 稔） 

 福祉保健課長。 



 

福祉保健課長（野﨑 健） 

 こちらの免除規定の御質疑でございます。こちらについては、先般の全員協議会の説明の時

にも議員からも同様の御指摘をいただいてるということで認識してございます。確かに、男性

でも当然看護師になりますけれども、圧倒的に数からいえば女性のほうが看護師さんとして採

用される方が多いわけです。当然、御結婚等々でやむを得ず退職されるという場合も十分想定

されるかなと思っているところでございますので、そのところは、まずはこれで走り出させて

いただきまして、必要な、今言ったようにやむを得ずどうしても通勤等々の関係、あるいは家

庭の関係で、どうしても先ほど言った５年という年数をクリアできないということで退職せざ

るを得ないというような場合につきましても、そういうふうな特別な事情については、何らか

のかたちで対応はできれば考えていきたいと思っておりますけれども、まずは原則としまして

は、基本的にはこのルールに沿ったかたちで５年間という縛りを一応かけさせていただきたい

ということで、まずはこれで運用を始めさせていただきたいと思っておりますし、今言った議

員からの御指摘についても、また中身については課のほうで十分精査をさせていただきたいと

思っております。よろしくお願いします。 

 

議長（恩田 稔） 

 １番、滝沢元一郎議員。 

 

（１番）滝沢元一郎 

今、課長から説明いただきましたけれども、そういったことについては、今後の運用の中で

考えさせていただくということなのですけれども、町長も同じ考えでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 町長。 

 

町長（桑原 悠） 

 はい。そうです。 

 

議長（恩田 稔） 

 ほかに質疑はありませんか。   ―（質疑者なし）― 

 質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

議案第 36 号について採決いたします。 

 議案第 36 号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、議案第 36 号は原案のとおり可決されました。 

 

 

 



日 程 第 24 

議案第 37 号 津南町新型コロナウイルス感染症防疫等作業に係る特殊勤務手当の特例に

関する条例を廃止する条例の制定について 

 

議長（恩田 稔） 

 議案第 37 号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。  

 

町長（桑原 悠） 

新型コロナウイルス感染症の防疫作業に従事した際に特殊勤務手当を支給する必要が生じた

ため、特例として、令和３年に条例を制定しましたが、コロナ５類移行による総務省通知を受

け、条例を廃止するものでございます。 

細部につきましては、副町長が御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

―（以下、資料に沿って細部の説明を行う。）― 

 

議長（恩田 稔） 

これより質疑を行います。 

５番、桑原義信議員。 

 

（５番）桑原義信 

 新型コロナウイルス感染症も２類から５類になったということで、いろいろな国からの（通

知で）、廃止になったり、中止になったりしてきたのですが、今、新型コロナウイルス感染症

は５類になっても、新型コロナウイルス感染症が危険な感染症であるということは違いはあり

ませんので、やっぱり国からの（補助）が来なくても、町独自でも、そういう携わった人たち

に勤務手当を出していく必要があるのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

議長（恩田 稔） 

 副町長。 

 

副町長（根津和博） 

 ５類移行によって感染症がなくなったわけでございません。議員のお気持ちは当然理解はで

きますけれども、総務省のほうも、国のほうも廃止するということで、県も廃止することにな

ります。それに合わせての廃止でございますので、御理解いただければと思います。 

 

議長（恩田 稔） 

８番、村山道明議員。 



 

（８番）村山道明 

ちょっと伺いたいのですが。津南病院の看護師等は、危険手当というものが支給されていま

したか。危険手当の中に、どういうかたちかインフルエンザとか、いろいろ危険なものという

のは入っていませんでしたか。一応確認させていただいて、これをなくしたとしたら、危険手

当のほうへ移行するという手段も考えられるのですが、そこら辺が分からないのです、お聞き

いたします。 

 

議長（恩田 稔） 

副町長。 

 

副町長（根津和博） 

 津南病院の特殊勤務手当の中には、放射線の取扱い手当と夜間看護手当と医療手当の三本ご

ざいまして、危険手当のほうは、いわゆる鳥インフルエンザとかでの防疫作業、そうしたもの

には１日 1,000 円が付きますけれども、５類移行になったことに伴い、インフルエンザとかお

たふくとか、ほかの感染症と同様になります。これに対する、いわゆる危険手当は発生しない

ということになりますので、御理解いただければと思います。 

 

議長（恩田 稔） 

 ほかに質疑はありませんか。   ―（質疑者なし）― 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

２番、小木曽成子議員。 

 

（２番）小木曽茂子 

 まだ新型コロナウイルス感染症が収束というにはほど遠い状況だというふうに私は思いま

す。少なくとも今年度中は、この手当を町独自でも継続すべきだというふうに考えます。です

から、この条例には反対をいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

 次に、原案に賛成の方の発言を許します。  ―（討論者なし）― 

 賛成討論なしと認めます。 

次に、原案に反対の方の発言を許します。  ―（討論者なし）― 

反対討論なしと認めます。 

討論を終結いたします。 

議案第 37 号について採決いたします。 

 議案第 37 号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

―（起立 11 名、非起立１名）― 

 賛成多数です。よって、議案第 37 号は原案のとおり可決されました。 



 

日 程 第 25 

議案第 38 号 工事請負契約の締結について（津南町埋蔵文化財センター改築工事 展示

工事） 

 

議長（恩田 稔） 

 議案第 38 号を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。  

 

町長（桑原 悠） 

本件につきましては、津南町埋蔵文化財センター改築工事、展示工事に係る工事請負契約の

締結でございます。 

６月５日に制限付一般競争入札を執行しましたので、請負業者と工事請負契約を締結いたし

たく、議会の議決をお願いするものです。 

細部につきましては、教育次長が御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（恩田 稔） 

教育次長。 

 

教育次長（髙橋昌史） 

―（以下、資料に沿って細部の説明を行う。）― 

 

議長（恩田 稔） 

 これより質疑を行います。   ―（質疑者なし）― 

 質疑はないものと認め、質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。   ―（討論者なし）― 

 討論はないものと認め、討論を終結いたします。 

議案第 38 号について採決いたします。 

 議案第 38 号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 ―（全員起立）― 

 全員賛成です。よって、議案第 38 号は原案のとおり可決されました。 

 

議長（恩田 稔） 

 以上で本日の日程は全て議了いたしました。 

明日は定刻の午前 10 時に開議することとし、本日はこれにて散会いたします。 

 

―（午後３時 02 分）― 

 

 


